
日
本

の
禅
院
に
お
け
る
中
国
的
要
素
の
摂
取

十
境
を
中
心
と
し

て

蔡

敦

達

日本の禅院における中国的要素の摂取

1

は
じ
め

に

鎌
倉
時
代
末
か
ら
室
町
時
代

に
か
け
て
、
京
五
山

・
鎌
倉
五
山
を
は
じ
め
と

す
る
禅
宗
寺
院
で
は
、
中
国
文
化

へ
の
憧
憬

・
宗
教
的
需
要

・
修
行
環
境

の
美

　
ユ

　

化
な
ど
の
点
か
ら
境
致
、
と
く
に
十
境
の
選
定
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
早

期

の
事
例
と
し

て
は
、
渡
来
僧

の
明
極

楚
俊

(在
日

=
二
二
九
～
三
六
)
の

「
題
建
長
寺
十
境
」

(玄
関

・
大
徹
堂

・
得
月
楼

・
逢
春
閣

・
拈
華
堂

・
蕪
碧
池

・

華
厳
塔

・
嵩
山

・
玲
瓏
岩

・
円
通
閣
)、
同
じ
く
渡
来
僧

の
清
拙
正
澄

(在
日

一
三

二
六
～
三
九
)
の

「
東
山
十
境
」
(慈
視
閣

・
望
闕
楼

・
大
悟
堂

・
群
玉
林

・
入
定

塔

・
楽
神
廟

・
無
尽
灯

・
清
水
山

・
第
五
橋

・
鴨
川
水
)、
夢
窓
疎
石

(
一
二
七
五

～

=
二
五

一
)
の

「天
龍
寺
十
境
」

(普
明
閣

・
絶
唱
渓

・
霊
庇
廟

・
曹
源
池

・
拈

華
嶺

・
度
月
橋

・
三
級
岩

・
万
松
洞

・
竜
門
亭

・
亀
頂
塔
)
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
十
境
は
日
本

の
禅
院

に
発
生

し
た
も

の
で
は
な
く
、
す

で
に
南

宋

・
元
時
代
の
中
国

の
五
山
に
お
い
て
選
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
入
元
僧

の
別
源
円
旨

(在
元

=
二
二
〇
～
三
〇
)
の
手
に
な
る

『南
遊
集
』

　
　

　

に
、
「和
雲
外
和
尚
天
童
十
境
韻
」
と

い
う
偈
頌
が
見
え
る
。

萬
松
關

廿
里
蒼
髯
夾
路
遙
、
清
風
樹
々
響
寒
濤
、
等
閑
掉
臂
那
邊
過
、
誰
管
門

頭
千
尺
高
、

廿
里
の
蒼
髯

路
を
夾
み
て
遙
か
な
り
、
清
風

樹
々
に
寒
濤
を
響
か
す
、

等
閑

に
臂
を
掉
い
て
那
邊
過
ぐ
、
誰
か
管
せ
ん

門
頭
千
尺
の
高
き
を
、

翠
鎖
亭

十
二
欄
干
凝
碧
寒
、
青
山
緑
水
四
連
環
、
簷
頭
滴
々
零
松
露
、
孤
鶴
飛

從
天
外
還
、
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十
二
の
欄
干

碧
を
凝
ら
し
て
寒
く
、
青
山
緑
水

四
も
に
連
環
す
、

簷
頭

滴
々
と
し
て
松
露
を
零
と
し
、
孤
鶴

飛
ん
で
天
外
從
り
還
る
、

宿
鷺
亭

機
自
忘
時
心
自
閑
、
夢
飛
江
海
立
欄
干
、
向
明
月
裏
藏
身
去
、
莫
與
雪

花
同
色
看
、

機
自
ら
忘

る
る
時

心
自
ら
閑
に
、

江
海
に
飛
ぶ
を
夢
み
て
欄
干

に
立

つ
、
明
月

の
裏

に
向

い
て
身
を
藏
し
去

り
、
雪
花
と
色
を
同
じ
う
し
て
看

る
莫
れ
、清

關

山
青
雲
白
冷
相
依
、
是
子
歸
來
就
父
時
、
寒
淡
門
風
難
入
作
、
且
從
門

外
見
容
儀
、

山
は
青
く
雲
は
白
く
し
て
冷
や
か
に
相
依
り
、
是
れ
子
歸
り
來
り
て
父

に
就
く
時
、
寒
淡
の
門
風

入
り
て
作

し
難

し
、
且
く
門
外
從
り
容
儀
を

見
ん
、

萬
工
池

鑿
斷
山
根
逋
宿
雲
、
萬
夫
钁
下
水
泥
分
、
池
成
月
到
鑑
天
象
、
不
比
黄

河
徹
底
渾
、

山
根
を
鑿
斷
し
て
宿
雲
を
通
じ
、
萬
夫
の
钁
下
り
て
水
泥
分
つ
、
池
成

り
月
到
り
天
象
を
鑑
し
、
黄
河
の
徹
底
し
て
渾
れ
る
に
比
せ
ず
、

登
閣

一
溪
流
水
隔
塵
境
、
萬
疉
青
山
遶
石
房
、
不
渉
階
梯
超
佛
地
、
毘
盧
頂

上
罵
諸
方
、

一
溪
の
流
水

塵
境
を
隔

て
、
萬
疉
の
青
山
石
房

を
遶
る
、
階
梯
を
渉

ら
ず

佛
を
超
ゆ
る
の
地
、
毘
盧
頂
上
に
諸
方
を
罵
る
、

玲
瓏
岩

懸
崖
蒼
壁
太
高
生
、
不
假
天
工
騅
琢
成
、
突
出
八
方
無
背
面
、
四
山
花

木
自
枯
榮
、

懸
崖

の
蒼
壁

太
だ
高
く
生
じ
、
天
工
に
假
り
ず
騅
琢
成

る
、
八
方

に

突
出
し
て
背
面
無
く
、
四
山

の
花
木

自
ら
枯
榮
す
、

虎
胞
泉

疹
菟
爪
下
湧
寒
泉
、

一
飮
方
知
如
蜜
甘
、
多
少
禪
和
除
渇
病
、
休
言
衆

味
不
相
兼
、

莎
菟

の
爪
下

寒
泉
湧
き
、

一
飮
し
て
方

に
知

る

蜜

の
如
く
甘
き
を
、

多
少

の
禪
和

渇
病
を
除
く
、
言
う
を
休
め
よ

衆
味
相
兼
ね
ず
と
、

龍
潭
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日本の禅院における中国的要素の摂取

頭
角
淵
潛
水
月
交
、
清
波
徹
底
薫
青
霄
、
有
時
沙
界
施
甘
澤
、
浩
々
業

林
長
異
苗
、

頭
角

淵
に
潛
み
て

水
月
交
り
、
清
波

徹
底
し
て
青
霄
を
羆
す
、

時
有
り
て
沙
界

に
甘
澤
を
施
し
、
浩

々
た
る
業
林
に
異
苗
を
長
ず
、

太
白
禪
居

東
晉
沙
門
曾
此
禪
、
青
山
都
是
舊
青
氈
、
長
庚
星
沒
天
河
曉
、

來
經
幾
年
、

東
晉
の
沙
門

曾
て
此

に
禪
し
、
青
山
は
都
て
是
れ
舊
青
氈
、

沒
す

天
河

の
曉
、
童
子
來
ら
ず
幾
年

を
か
經

る
、

童
子
不

長
庚
星

天
童
寺
は
中
国
五
山

の
第
三
位

に
列
せ
ら
れ
る
大
禅
院

で
あ
り
、
雲
外
和
尚

と
は
同
寺

四
十
九
世
住
持

の
雲
外
雲
岫

(
一
二
四
二
～

一
三
二
四
)
の
こ
と
を

指
す
。
そ
の
韻
に
和
し
た
も

の
な
の
で
、

天
童
寺
十
境
は
雲
外
和
尚
に
よ

っ
て

　
ヨ

　

選
定
さ
れ
た
も

の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
さ
ら

に
、
『扶
桑
五
山
記
』

一
に
記

載
さ
れ
た
天
童
寺
境
致
に
は
、
五
鳳
楼

・
光
明
蔵

・
九
峰

・
龍
潭

・
玲
瓏
岩

・

双
沼

・
宿
鷺
亭

・
清
関

・
万
松
関

・
万
工
池

・
登
閣

・
妙
高
台

・
翠
鎖
亭

・
門

外
二
十
里
松

・
虎
胞
泉

・
太
白
禅
居
と
、
計
十
六
ヵ
所
の
境
致
名
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
天
童
寺
十
境
が
す

べ
て
同
寺

の
境
致
名

に
見
え
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
十
境

の
選
定

は
南
宋
以
降
、
五
山
を
は
じ
め
と
す

る
中
国

の
禅
院

で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

以
下
、
禅
院

の
十
境

・
八
景
選
定

に
あ

た
え
た

「十
詠
」
「十
題
」
の
詩

・

偈

の
影
響
や
、
「瀟
湘
八
景
」
の
影
響
、
日
本

の
禅
院

に
お
け
る
十
境

の
発
達

な
ど

の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
禅
宗
史

・
美
術
史

・
建
築
史
の
諸
分
野
に
わ
た
る

先
達

の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
総
合
的
な
考
察
を
行

い
た
い
。

2

「十
詠
」
「十
題
」

の
詩

・
偈
と
禅
院
の
十
境

前
出

の
入
元
僧
、
別
源
円
旨

の

「和
雲
外
和
尚
天
童
十
境
韻
」
に
現
れ
た

「天
童
十
境
」

の
ほ
か
に
も
、
そ
れ
よ
り
早
く
北
宋
時
代
に
作
ら
れ
た
舒
亶

の

　
　

　

「天
童
十
題
」
が

『乾
道
四
明
図
経
』
巻

八
に
見
え
て
い
る
。

太
白
峰

千
峰
下
視
盡
兒
孫
、
僊
事
寥
寥
不
可
聞
、
長
作
人
聞
三
月
雨
、
請
看
膚

寸
嶺
頭
雲
、

千
峰

下
視
す
れ
ば
盡
く
兒
孫
、
僊
事
寥
寥
と
し
て
聞
く

べ
か
ら
ず
、

長
、兄
に
作
す

人
聞
三
月

の
雨
、
請
う
看
よ

膚
寸
の
嶺
頭

の
雲
、

太
白
庵

何
年
杖
錫
此
徘
徊
、
天
上
眞
官
爲
我
來
、
芝
圃
鶴
歸
香
火
冷
、
石
基
室

鎮
舊
苺
苔
、

何
れ
の
年
か
錫
に
杖
り
て
此
に
徘
徊
せ
ば
、
天
上

の
眞
官

我
が
爲

に

來
ら
ん
、
芝
圃

鶴
は
歸
り
て
香
火
冷
や
か
に
、
石
基
室
し
く
鎖
す

舊
苺
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苔

、

玲
瓏
巖

詭
形
迥
與
萬
山
殊
、
室
洞
由
來

一
物

無
、
直
恐
盧
心
自
天
意
、
人
聞
穿

鑿
枉
工
夫
、

詭
形

迥
か
に
萬
山
と
殊
な
り
、
室
洞

由
來

一
物
も
無
し
、
直
だ
恐
る

虚
心
は
自
ら
天
意

に
し
て
、
人
間
の
穿
鑿
は
枉
工
夫
な
る
を
、

響
石

淵
明
休
弄
沒
絃
琴
、
混
沌
中
含
太
古
音
、
聞
説
幾
回
風
雨
夜
、
四
山
渾

作
老
龍
吟
、

淵
明

弄
す
る
を
休

め
よ

沒
絃
琴
、

混
沌
の
中

に
太
古

の
音
を
含
む
、

聞
読
く

幾
回

の
風
雨
の
夜
、
四
山
渾

て
老
龍

の
吟
を
作
す
と
、

龍
池

靈
蹤
聊
寄
數
峰
雲
、
雨
意
含
雲
白
晝
昏
、
不
用
高
僣
時
呪
鉢
、

一
泓
長

貯
萬
家
村
、

靈
蹤

聊
か
寄
す

數
峰

の
雲
、
雨
意

雲

に
含
ま
れ
て
白
晝
昏
し
、
高

僣

の
時
に
鉢
を
呪
す
る
を
用
い
ず
、

一
泓

長
え
に
貯
う

萬
家

の
村
、

虎
胞
泉

一
嘯
風
從
室
谷
生
、
直
教
平
地
作
滄
溟
、
靈
山
不
與
江
心
比
、
誰
會
茶

仙
補
水
經
、

一
た
び
嘯
け
ぽ
風
は
筌
谷
從
り
生
じ
、
直
ち
に
平
地
を
し
て
愴
溟
と
作

ら
し
む
、
靈
山

江
心
と
比
せ
ざ
れ
ば
、
誰
か
會
せ
ん

茶
仙
の
水
經
を
補

う
を
、

佛
跡

蒼
崕
絶
壁
印
苔
痕
、
陳
跡
千
年
筒
似
新
、
杖
履
紛
紛
走
南
北
、
幾
人
不

是
刻
舟
人
、

蒼
崕
絶
壁

苔
痕
を
印
し
、
陳
跡
千
年

尚
お
新
た
な
る
に
似
た
り
、
杖

履
紛
紛
と
し
て
南
北
に
走
る
も
、
幾
人
か
是
れ
刻
舟

の
人
な
ら
ざ
ら
ん
、

臨
雲
閣

高
僣
終
日
笑
凭
欄
、
亦
似
無
心
懶
出
山
、
幾
度
海
風
吹
散
雨
、
坐
看
彩

翠
落
人
聞
、

高
僣

終
日

笑

い
て
欄

に
凭
り
、
亦
た
似

た
り

無
心
に
し
て
山
を
出

つ
る
に
懶
き
に
、
幾
度

か
海
風
吹
き

て
雨
を
散
じ
、
坐
し
て
看

る

彩
翠

の
人
聞

に
落

つ
る
を
、

春
樂
軒

隔
水
巖
花
紅
淺
深
、
花
邊
相
對
語
幽
禽
、
管
絃
不
到
山
聞
耳
、
誰
會
尭
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欄
此
日
心
、

水
を
隔

つ
る
巖
花

紅
は
淺
深
、
花
邊

に
相
對
し
て
幽
禽

に
語
る
、
管

絃
は
到
ら
ず
山
聞

の
耳
、
誰
か
會

せ
ん

欄
に
凭
る
此
の
日

の
心
、

宿
鷺
亭

雲
過
千
溪
月
上
時
、
雪
蘆
霜
葦
冷
相
依
、
正
縁
野
性
如
僣
癖
、
肯
爲
游

魚
下
釣
磯
、

雲
は
千
溪
を
過
ぎ

て
月
上
る
時
、
雪
蘆
霜
葦

冷
や
か
に
相
依

る
、
正

に
野
性

の
僣
癖

の
如
き
に
縁
り
て
、

肯
て
游
魚

の
爲
に
釣
磯

に
下
る
、

舒
亶

(
一
〇
四
二
～

=

〇
四
)
は
北
宋
末

に
生
き
た
士
大
夫

(文
人
官
僚
)

で
、
御
史
中
丞
ま
で
つ
と
め
た
が
、
そ
の
後

、
罪
を
得

て
官
を
や
め
さ
せ
ら
れ

た
。
没
後
、
徽
宗
皇
帝
か
ら
竜
図
閣
学
士

を
贈
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し

た
い
の
は

「天
童
十
題
」

の
う

ち
、
太
白

庵

(太
白
禅
居
)
・
玲
瓏
岩

・
竜
池

(竜
潭
)
・
虎
胞
泉

・
宿
鷺
亭

の
五

つ
が

「
天
童
十
境
」
と
重
な
る
こ
と
で
あ
る
。

文
人

・
禅
僧
を
問
わ
ず
、
同
じ
主
題
を
詩

・
偈

に
書

い
た
こ
と
は
、
直
接
で
は

な
く
て
も
両
者

の
間
に
交
流

の
あ

っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
事
実
、
『乾
道
四

明
図
経
』
巻
八
を
見

る
限
り
、
「
天
童
十
題
」
の
ほ
か
に
も
、
舒
亶

は
禅
僧
や

禅
院
に
関
す
る
詩
あ
る
い
は
文
を
数
多
く
作

っ
て
い
る
。
禅
僧

に
よ
る
禅
院

の

十
境
選
定

は
、
こ
う
し
て
文
人
か
ら
影
響

を
受
け
、
ま
た
、
か
れ
ら
と
の
交
流

を
通
じ
て
作
り
出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。

い

っ
ぽ
う
、
同
じ
く
北
宋
末

に
生
き
た
高
僧

の
覚
範
慧
洪

(
一
〇
七

一
～

一

　
う

　

一
二
八
)
の
著
し
た

『石
門
文
字
禅
』
巻
八
に

「任
价
玉
館
東
園
十
題
」
が
収

め
ら
れ

て
い
る
。
十
題
と
は
涵
月
亭

・
覧
秀
亭

・
四
可
亭

・
第

一
軒

・
如
春

軒

・
寒
亭

・
浩
庵

・
方
便
堂

・
覚
庵

・
鑒
止
軒
で
、
文
人
の
庭
園
あ
る
い
は
別

荘

に
つ
い
て
、
十
の
景
物
を
選
ん
で
詩

に
詠
ん
だ
も

の
で
あ
る
。
舒
亶
が
天
童

寺

の
景
物
を
、
覚
範
慧
洪
が
庭
園
の
景
物
を
そ
れ
ぞ
れ
十
首
の
詩
に
作

っ
た
こ

と
は
文
人
と
禅
僧
と
の
間

の
交
流
だ
け
で
な
く
、
当
時

「
十
詠
」
「十
題
」
と

い
っ
た
形

の
詩
が
文
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
禅
僧

の
間

に
も
広
く
作
ら
れ
て

い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
ま
た
、
北
宋

の
高
僧

の
契
嵩

(
一
〇
〇
七
～
七
二
)

　
　

　

の
著
し
た

『鐔
津
集
』
巻
十
二
に
は

「法
雲
十
詠
詩
叙
」
が
あ
り
、
こ
れ
は
法

雲
昼
上
人
の
作
詩
し
た
十
詠

の
た
め
に
書

い
た
序
文
で
あ

る
。

法
雲
晝
上
人
、
繕
其
居
之
西
廈
、
日
翠
継
堂
、
以
其
得
山
林
之
美
蔭
也
、

戸
其
北
垣
、
日
陟
崖
門
、
示
其
乘
高
必
履
正
也
、
始
其
入
林
之
徑
、
日
嘯

月
徑
、
高
其
所
適
也
、
疏
其
泉
、
日
夏
凉
泉
、
貴
其
濯
熱
也
、
表
昔
僭
之

塋
、
日
華
嚴
塔
、
徳
其
人
也
、
指
其
嶺
之
峻
絶
者
、
日
樵
歌
嶺
、
樂
野
事

也
、
名
其
亭
、
日
暎
發
亭
、
取
王
子
敬
山
川
相
暎
發
之
謂
也
、
目
其
山
之

谷
、
日
楊
梅
塢
、
別
嘉
果
也
、
榜
其
閣
、
日
清
隱
閣
、
以
其
可
以
靜
也
、

就
竹
闢
軒
、
日
脩
竹
軒
、
擬
其
操
也
、
是
十
詠
者
、
擧
屬
法
雲
精
舍
、

法
雲
晝
上
人
、
其

の
居
の
西
廈
を
繕
い
て
、
翠
越
堂
と
日
う
、
其

の
山

林

の
美
蔭
を
得
た
る
を
以
て
な
り
、
其
の
北
垣

に
戸
し
て
、
陟
崖
門
と
日
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う
、
其
の
高
き

に
乘
ず
る
に
必
ず
正
し
き
を
履
む
を
示
す
な
り
、
其

の
入

林

の
徑
を
始
め
て
、
嘯
月
徑
と
日
う
、
其

の
適
く
所
を
高
く
す
る
な
り
、

其

の
泉
に
疏
し
て
、
夏
凉
泉
と
日
う
、
其

の
熱
き
を
濯
う
を
貴
ぶ
な
り
、

昔
僭
の
塋

に
表
し
て
、
華
嚴
塔
と
日
う
、
其
の
人
を
徳
と
す
る
な
り
、
其

の
嶺
の
峻
絶
な
る
者
を
指
し
て
、
樵
歌
嶺
と
日
う
、
野
事
を
樂
し
む
な
り
、

其
の
亭
に
名
づ
け
て
、
暎
發
亭
と
日
う
、
王
子
敬

の
山
川
相
暎
發
す
の
謂

に
取
る
な
り
、
其
の
山

の
谷
を
目
し
て
、
楊
梅
塢
と
日
う
、
嘉
果
を
別

つ

な
り
、
其

の
閣
に
榜
し
て
、
清
隱
閣
と
日
う
、
其

の
以
て
靜
な
る
べ
き
を

以
て
な
り
、
竹

に
就
き
軒
を
闢
し
て
、
脩
竹
軒
と
日
う
、
其

の
操

に
擬
す

る
な
り
、
是
の
十
詠
な
る
者
は
、
擧
げ

て
法
雲
精
舍

に
屬
す
、

こ
こ
で
、
翠
魃
堂

・
陟
崖
門

・
嘯
月
径

・
夏
涼
泉

・
華
厳
塔

・
樵
歌
嶺

・
暎

発
亭

・
楊
梅
塢

・
清
隠
閣

・
脩
竹
軒
と
い

っ
た
十

の
景
物
名
が
も

つ
そ
れ
ぞ
れ

の
意
味
あ
る
い
は
典
拠
を
は

っ
き
り
述
べ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の

序
文
が

い
う
よ
う
に
、
精
舎
周
辺

の
景
観
を
今
ま
で
よ
り
い

っ
そ
う
美
し
く
す

る
た
め
に
、

こ
れ
ら
の
十
景
を
撰
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
南
宋

の
范
成

　
ア

　

大
が
編
纂
し
た

『呉
郡
志
』
巻
三
十
三

「郭
外
寺

・
堯
峰
院
」
条

に
同
院

の
十

景
が
記
さ
れ
て
お
り
、

堯
峰
院
、
在
呉
縣
横
山
、
帥
唐
免
水
院
也
、
院
有
十
景
、
謂
清
輝
軒
、

碧
玉
沼
、
多
境
巖
、
寶
雲
井
、
白
龍
洞
、
觀
音
巖
、
偃
蓋
松
、
妙
高
峰
、

東
齋
、
西
隱
、

堯
峰
院

は
、
呉
縣

の
横
山
に
在
り
、
部
ち
唐

の
免
水
院
な
り
、
院
に
十

景
有
り
、
清
輝
軒
、
碧
玉
沼
、
多
境
巖
、
寶
雲
井
、
白
龍
洞
、
觀
音
巖
、

偃
蓋
松
、
妙
高
峰
、
東
齋
、
西
隱
と
謂
う
、

と
い
う
。

こ
の
条
目

の
あ
と
に
付
さ
れ
た
詩
文
か
ら
、
こ
れ
ら
の
十
景
が
実
は

北
宋
末

の
禅
僧

の
懐
深

(
一
〇
七
七
～

一
=
三

一)
の
作

っ
た

「山
居
十
詠
」

か
ら
取
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
も
前
出

の

「法
雲
十
詠
詩
叙
」
と
同
じ

く
、
十
詠
に
詠
ま
れ
た
も
の
が
そ
の
ま
ま
十
景
と
し
て
受
け
取
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
『呉
郡
志
』

の
成
書
年
代

は
南
宋

の
紹
定

二
年

(
一
二
二
九
)
で
、

　
　

　

こ
れ
は
中
国
禅
林

に
お
け
る
五
山
十
刹
制
度

の
成
立
年
代
と
ほ
ぼ
同
時
期

で
あ

り
、
こ
の
時
期
、
五
山
十
刹
を
は
じ
め
と
す
る
禅
院
に
お
い
て
十
景

の
選
定
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

「
山
居
十
詠
」

の
主
題
が
禅
院

の
十
景

に
変
わ

っ
た
こ
と
は
決
し
て
偶
然
で
は

な
い
。
「十
詠
」
「十
題
」
が

「十
景
」

に
変
化
す
る
プ

ロ
セ
ス
は
さ
ら
に

「十

　
　

　

境
」

へ
と

つ
な
が

る
も

の
で
、
「十
境
」
は

「十
詠
」
「十
題
」
を
踏
襲
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
両
者

の
共
通
点
と
し
て
は
、
形
式
だ
け
で
な
く
、
選
定

の

内
容
が
似
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
「天
童
十
題
」
と

「和
雲
外
和
尚
天
童
十
境
韻
」
と
は
、

選
定
さ
れ
た
景
物
の
内
、
五

つ
が
重
な

っ
て
お
り
、
ま
た
内
容
的

に
は
同
じ
く

禅
院

の
建
物
や
周
辺

の
景
物
が
含
ま
れ
て
い
る
。
た
だ
、
「十
境
」
と
な
る
と
、
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禅
院
の
建
物

で
い
、兄
ば
、
山
門

・
法
堂

・
仏
殿

・
僧
堂

・
方
丈

・
衆
寮

・
塔
と

い
っ
た
伽
藍

の
建
物
が
多
く
見
え
る
よ
う
に
な
る
が
、
禅
院
と

い
う
修
行
の
場

か
ら
み
れ
ぽ
、
必
然
の
成
り
行
き
と
い
え
よ
う
。
要
す
る
に
、
禅
院

に
お
け
る

十
境

の
選
定

は
、
こ
う
し
た

「十
詠
」
「十

題
」
の
影
響
を
受
け
て
出
来
た
も

の
で
あ
り
、
忽
然
と
作
り
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

3

「瀟
湘
八
景
」
と
禅
院

の
八
景

八
景
と

い
、見
ば
、
瀟
湘
八
景
ほ
ど
有
名
な
も
の
は
な
い
。
こ
れ
は
ま
た
瀟
湘

八
景
図
と
瀟
湘
八
景
詩
の
二
種
類
、
す
な
わ
ち
画
と
詩

に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

　　
　

八
景
図
創
始
者
は
北
宋
の
宋
迪

で
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
が
、
同
時
代

の
沈
括

(
一
〇
三

一
～
九
五
)
が
著
し
た

『夢
渓
筆
談
』
巻
十
七

「書
画
」

に
は
、

度
支
員
外
郎
宋
迪
工
畫
、
尤
善
爲
平
遠
山
水
、
其
得
意
者
、
有
平
沙
雁

落
、
遠
浦
帆
歸
、
山
市
晴
嵐
、
江
天
暮
雪
、
洞
庭
秋
月
、
瀟
湘
夜
雨
、
烟

　
　
　

寺
晩
鐘
、
漁
村
落
照
、
謂
之
八
景
、
好

事
者
多
傳
之
、

度
支
員
外
郎
宋
迪

畫

に
工
な
り
、
尤
も
善
く
平
遠
山
水
を
爲
す
、
其

の
意
を
得
た
る
者

は
、
平
沙
雁
落
、
遠
浦
帆
歸
、
山
市
晴
嵐
、
江
天
暮
雪
、

洞
庭
秋
月
、
瀟
湘
夜
雨
、
烟
寺
晩
鐘
、
漁
村
落
照
有
り
、
之
を
八
景
と
謂

い
、
好
事
者
多
く
之
を
傳
う
、

と
あ

っ
て
、
宋
迪
が
八
景
図

に
す
ぐ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

い
っ
ぽ
う
、
前
出
の
覚
範
慧
洪
は
八
景
詩

の
始
祖
と
さ
れ
、
そ
の
八
景
詩
が

『石
門
文
字
禅
』
巻
八
に
収

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
序
文
に
は
、

宋
迪
作
八
境
絶
妙
、
人
謂
之
無
聲
句
、
演
上
人
戲
余
日
、
道
人
能
作
有

　ね
　

聲
畫
乎
、
因
爲
之
、
各
賦

一
首
、

宋
逍

八
境
を
作
る
こ
と
絶
妙
、
人
之
を
無
聲
句
と
謂
う
、
演
上
人

余

に
戲
れ

て
曰
く
、
道
人
能
く
有
聲
畫
を
作
ら
ん
か
、
因
て
之
を
爲

し
、
各

お
の

一
首
を
賦
す
、

と
み
え
、
無
声
句
と
い
わ
れ
た
宋
迪

の
八
景
図

に
倣

っ
て
、
覚
範
慧
洪
は
有
声

画
と
し
て
の
八
景
詩
を
作

っ
た
の
で
あ
る
。
宋
迪

の
八
景
図
に
せ
よ
、
覚
範
慧

洪
の
八
景
詩

に
せ
よ
、
そ
の
題
名
と
内
容

か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
特
定
の
地
名

を
冠
し
て
い
る
の
は
瀟
湘
夜
雨

と
洞
庭
秋
月

の
二
景

に
過
ぎ
ず
、
し
か
も
瀟

水

.
湘
水

・
洞
庭
湖
と
い

っ
た
河
川
、
湖
水
は
広
大
な
地
域
を
抱
え
て
い
る
た

め
、
具
体
的
な
場
所

の
特
定
は
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
具
体
的
な
実
景

に
特

定
せ
ず
、
個
々
の
景
物
を
写
し
た
も
の
で
は
な
い
の
が
本
来

の
八
景
図

・
八
景

詩
の
共
通
点

で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
北
宋
末

の
徽
宗
朝

(
=

○
○
～
二
五
)
に
な
り
、
瀟
湘
八
景
図

の
制
作
が
盛
行
し
た
後
、
八
景
の
選
定
が

い
た
る
と
こ
ろ
で
流
行
る
と
、

一
つ

一
つ
の
実
景
に
つ
い
て
特
定

の
景
物
を
八
景

に
選
ぶ
の
が
特
徴
と
な
る
。
た
と

え
ば
、
『古
今
図
書
集
成
』
巻
千
二
百
十
三

「長
沙
府
部
彙
考
十

三

・
長
沙
府
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古
跡
考
」
に
は
、
載

っ
て
い
る
す
べ
て
の
府

県
に
、
八
景
あ
る
い
は
十
景
が
見

え
る
。
「本
府
」
八
景

の
説
明

に
よ
れ
ば
、
少

な
く
と
も
洞
庭
秋
月

・
漁
村
夕

照

・
烟
寺
晩
鐘

に
、
そ
れ
ぞ
れ
蓮
花
潭

・
南
湖
港

・
水
陸
寺
と
特
定

の
景
物

の

名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
宋
迪

の
八
景
図
や
覚
範
慧
洪

の
八
景
詩

に
較
べ
る
と
、

実
景

の
イ
メ
ー
ジ
が
か
な
り
強
く
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
八
景
に
見
ら
れ
る

こ
う
し
た
変
化
が
禅
院

の
八
景
選
定
に
も
影
響
を
あ
た
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
下
、
日
本

の
場
合
を
中
心
に
考
察
し
て
ゆ

き
た
い
。

中
国
で
発
生
し
た
瀟
湘
八
景
図

・
八
景
詩

は
入
宋
僧

・
入
元
僧
や
渡
来
僧
に

よ

っ
て
日
本
に
将
来
さ
れ
た
。
渡
来
僧

の

一
山

一
寧

(在
日

一
二
九
九
～

=
二

一
七
)
賛
、
思
堪
筆
の

「平
沙
落
雁
図
」
が

日
本

に
お
け
る
最
初

の
作
例
と

い

わ
れ
て
い
る
。
鎌
倉
末

に
導
入
さ
れ
た
こ
の
種

の
瀟
湘
八
景
図
は
室
町
時
代

に

入
る
と
、

い
っ
そ
う
盛

ん
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
れ
ら
の
八

景
図
は
、
四
季
絵

・
月
次
絵

・
名
所
絵
と
い

っ
た
大
和
絵
と
共
鳴
し
て
、

一
種

　お
　

の
変
化
を
見
せ
る
。

ま
ず
、
季
節

の
順
序
で
あ
る
。
本
来
、
瀟
湘
八
景
図

の
う
ち
、
季
節
感
を
も

つ
主
題
は
山
市
晴
嵐

の
初
夏
、
洞
庭
秋
月
の
秋
、
平
沙
落
雁

の
秋
、
江
天
暮
雪

の
冬
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
春

・
夏

・
秋

・
冬
と
い
う
四
季

の
移
行
の
順
に
は

配
列
さ
れ
て
い
な

い
。
し
か
し
日
本

の
場
合
、
瀟
湘

八
景
屏
風
画
を
例
に
す
る

と
、
山
市
晴
嵐
に
始
ま
り
、
中
程

に
洞
庭
秋
月

・
平
沙
落
雁
を
置
き
、
江
天
暮

雪

で
終
わ
る
と

い
う
画
面
構
成

の
パ
タ
ー
ソ
と
な

っ
て
し
ま
い
、
初
夏
か
ら

秋

・
冬

へ
と
向
か
う
季
節

の
順
序
が
は

っ
き
り
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
八
景
図

を
四
季

の
移
行
の
順

に
配
列
す
る
と
い
う
表
現
は
、
四
季
絵
や
月
次
絵

の
大
和

絵
に
基
づ
く
も

の
で
、
俳
句
に
季
節
感
を
表
わ
す
季
語
が
必
要
な
よ
う

に
、
瀟

湘
八
景
図
に
も
季
節
感
を
表
わ
す
こ
と
が
不
可
欠
と
な

っ
て
く
る
。

次
に
こ
れ
ら
八
景
図

の
名
所
絵
的
傾
向
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
宋
迪

の
瀟
湘
八
景
図
は
実
景
を
特
定
せ
ず
、
必
ず
し
も
個
々
の
景
物
を
写
し
た
も

の

で
は
な
か

っ
た
。
こ
れ
は
現
存
す
る
伝
牧
渓

・
玉
澗

の
瀟
湘
八
景
図
断
簡
か
ら

も
い
く
ぶ
ん
は
想
像
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
画
意
は
水
と
空
気
と
光

の

合
成
に
よ

っ
て
か
も
し
出
さ
れ
る
詩
情
の
表
現

に
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
日
本
に
導
入
さ
れ
て
か
ら
、
八
景
図

の
各
主
題
は
、
山
市

・
夜
雨

.
帰

帆

・
漁
村

・
秋
月

・
落
雁

・
晩
鐘

・
暮
雪
と
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
画
面
構
成

が
出
来
、

一
種

の
名
所
絵
的
傾
向
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。
日
本

に
お
け
る

瀟
湘
八
景
図
は
、
少
な
く
と
も
以
上

の
屏
風
画
を
見
る
限
り
で
は
、
四
季
絵

.

月
次
絵

・
名
所
絵
と
い
っ
た
大
和
絵

の
手
法
を
取
り
入
れ
て
、
個
々
の
景
物
を

時
間
的
か

つ
空
問
的

に
旦
ハ体
化
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

瀟
湘
八
景
詩

の
日
本
に
お
け
る
最
初
の
作
例
は
渡
来
僧

の
大
休
正
念

(在
日

　け
　

一
二
六
九
～
八
九
)
の
瀟
湘

八
景
詩

で
あ
る
。
日
本

の
禅
林

に
お
け
る
瀟
湘

八

景
詩

の
発
生

・
普
及

・
衰
退
に
つ
い
て
は
、
朝
倉
尚
氏
の

「
『瀟
湘

八
景
』
詩

　め
　

i

禅
林
に
お
け
る
三
転
期
」
と

い
う
論
考
が
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、

①

瀟
湘
八
景
詩
の
発
生

・
移
入

承
久
の
乱
～
南
北
朝
の
争
乱
期

②

瀟
湘
八
景
詩
の
普
及

・
隆
盛
-

南
北
朝
の
争
乱
～
応
仁
の
乱
期

③

瀟
湘
八
景
詩

の
爛
熟

・
衰
退

応
仁

の
乱
～
安
土

.
桃
山
期
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の
三
段
階

に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
②

の
普
及

・
隆
盛
期

で
、
こ
れ
は
ま
た
三
期

に
区

分
さ
れ
、
南
北
朝

の
争
乱
か
ら
尊
氏

・
義
詮
時
代

の
普
及
期
、
義
満

・
義
持
時

代

の
消
化
期
、
義
教
時
代
か
ら
応
仁

の
乱

の
隆
盛
期

(衰
退
の
萌
芽
)
ま
で
と

な

っ
て
い
る
。
普
及
期

で
は
渡
来
僧
や
入
元
僧

の
作
品
の
多

い
こ
と
が
特
徴

で
、

清
拙
正
澄
や
雪
村
友
梅

(在
元

一
三
〇
七
～
二
九
)、
中
岩
円
月

(在
元

一
三
二

五
～
三
二
)
ら
の
作
品
が
挙
げ
ら
れ
る
。
消
化
期
に
は
義
堂
周
信

(
一
三
二
五

～
八
八
)
や
絶
海
中
津

(
一
三
三
六
～

一
四
〇
五
)
と
か
れ
ら
の
法
嗣

・
門
生
を

中
心
に
か
な
り

の
作
品
が

の
こ
さ
れ
て
い
る
が
、
隆
盛
期
に
な
る
と
、
八
景
詩

の
数
は
前
期
を
さ
ら
に
上
回

っ
て
い
る
。
②

の
普
及

・
隆
盛
期

に
つ
い
て
、
朝

倉
氏
は

つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

前
期

(普
及

・
消
化
期
)
の
瀟
湘
八
景
詩

は
、
詩
型

の
面
か
ら
も
内
容

の
面
か
ら
も
比
較
的
に
自
由

で
あ
り
、
各
僧

の
各
詩
は
そ
れ
な
り
に
個
性

的

で
あ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ

の
期

(隆
盛
期
)
の
八
景
詩
は
、
瀟

湘
八
景
に
対
し
て
容
易
に
具
体
像
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に

な
り

(換
言
す
れ
ぽ
、
画

一
的
な
観
念
世
界
し
か
作
り
得
ず
)、
類
型
化

の
徴

　
め
　

候
が
見
ら
れ
て
く
る
。

な
か
な
か
示
唆

に
富
む
指
摘
で
あ
り
、

こ
こ
に
い
う

「
具
体
像
」
「画

一
的
」

「
類
型
化
」
と
は
パ
タ
ー
ソ
化
を
意
味
す

る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ぽ
、

夕
照
が
斜
暉

・
夕
陽

・
斜
燻

・
斜
陽

・
夕
照

・
夕
日

・
残
照

・
返
照

・
淡
陰

・

紅
満
天
な
ど

の
語
彙
を
中
心

に
描
写
さ
れ
、
帰
帆

の
場
合

に
は
、
回
帆

・
蒲

帆

・
飛
帆

・
空
帆

・
片
帆

・
風
帆

・
帰
帆

・
軽
帆

・
古
帆

・
孤
帆
な
ど
の
語
が

非
常
に
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
瀟
湘

八
景
詩
も
八
景
図
と

同
じ
く
、
日
本

に
導
入
さ
れ
た
後
、
あ
る
種
の
パ
タ
ー
ン
が
形
成
さ
れ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

瀟
湘
八
景
詩

の
ほ
か
、
日
本
の
禅
僧
は
ま
た
こ
の
様
式
を
も
と
に
し
て

「○

○
八
景

(あ
る
い
は
十
景
)」
を
選
定
し
詩

に
詠
じ
た
。
比
較
的
早
期

の
例
と
し

　り
　

て
、
鉄
庵
道
生

(
一
二
六
二
～

一
三
三

一
)
の

「博
多

八
景
」
な
ど
が
挙
げ

ら

れ
る
。

香
椎
暮
雪

綰
螺
自
白
鳥
邊
斷
、
天
地
都
無

一
寸
青
、
歸
棹
只
隨
夕
陽
去
、
載
家
何

處
扣
吟
肩
、

綰
螺
自
ら
白
く
鳥
邊
斷
た
れ
、
天
地

都
て

一
寸

の
青
無
し
、
歸
棹

只

だ
夕
陽

に
隨

っ
て
去
り
、
載
家

何
れ
の
處

に
か
吟
肩
を
扣
か
ん
、

箱
崎
蠶
市

行
盡
松
陰
沙
觜
路
、
路
頭
盡
處
到
江
淵
、
東
邊
賣
了
西
邊
買
、
落
日
晩

風
吹
酒
旗
、

行
は
松
陰
に
盡
く

沙
觜

の
路
、
路
頭

の
盡
く
る
處

江
淵

に
到
る
、
東
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邊

に
賣
了
し
西
邊

に
買
う
、
落
日
の
晩
風

酒
旗
を
吹
く
、

長
橋
春
潮

飢
虹
偃
傍
春
霏
飮
、
人
踏
飢
虹
飮

處
行
、
湍
雪
渾
濤
伍
員
恨
、
不
知
何

日
得
澄
清
、

飢
虹
傍
に
偃
し
て
春
霏
に
飮
み
、
人
は
飢
虹
を
踏
み
て
飮
處

に
行
く
、

濡
雪

の
渾
濤

は
伍
員
の
恨

み
、
知
ら
ず

何

れ
の
日
に
か
澄
清
す
る
を
得

ん
、

莊
濱
泛
月

地
角
天
涯
行
遍
了
、
又
於
西
海
盡

頭
遊
、
桂
枝
露
滴
望
東
眼
、
蜃
氣
薄

時
看
白
鴎
、

地
角
天
涯

行
き
て
遍
し
、
又
た
西
海

の
盡
頭

に
於

て
遊
ぶ
、
桂
枝

の

露
滴
は
東
を
望
む
眼
、
蜃
氣

の
薄
き
時

白
鴎
を
看
る
、

志
賀
獨
釣

未
羨
韓
彭
興
漢
室
、
豈
謀
利
祿
廢

清
遊
、
扁
舟

一
葉
滄
波
上
、
載
得
乾

坤
不
盡
秋
、

未
だ
羨
ま
ず

韓
彭

の
漢
室
を
興
す

を
、
豈
に
利
祿
を
謀

り
て
清
遊

を

廢
せ
ん
、
扁
舟

一
葉

滄
波

の
上
、
載

せ
得

た
り

乾
坤

不
盡
の
秋
、

浦
山
秋
晩

三
十
年
前
貪
勝
概
、
幾
回
飛
夢
落
烟
巒
、
而
今
老
倒
看
圖
盡
、
兩
鬢
秋

吹
霜
後
山
、

三
十
年
前

勝
概
を
貪
り
、
幾
回
か
夢
を
飛
ば
し
て
烟
巒

に
落

つ
、
而

今
老
倒
し
て
圖
を
看
る
こ
と
盡
き
、
兩
鬢

秋

に
吹
か
る
霜
後
の
山
、

一
崎
松
行

山
奔
海
口
逐
奔
鯨
、
激
起
秋
濤
月
夜
聲
、
欲
問
集
雲
孤
鶴
夢
、
霜
苓
千

載
石
根
清
、

山
は
海

口
に
奔
り
て
奔
鯨
を
逐

い
、
激
起
せ
る
秋
濤

月
夜

の
聲
、
集

雲
に
問
わ
ん
と
欲
す

孤
鶴

の
夢
、
霜
苓
千
載

石
根
清
し
、

野
古
歸
帆

晩
樓
極
目
水
天
寛
、
雲
影
收
邊
山
影
寒
、
杳
々
遙
疑
泛
鳬
鴈
、
梨
花

一

曲
過
漁
灘
、

晩
樓

目
を
極
む
れ
ば
水
天
寛
く
、
雲
影

邊
に
收
ま
り
て
山
影
寒

し
、

杳

々
遙
か
に
疑
う

泛
鳬
鴈
、
梨
花

一
曲

漁
灘
を
過
ぐ
、

こ
れ
ら
は
博
多
地
方
の
景
物
を
選
ん
だ
も

の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

主
題
や
内
容
か
ら
春

・
夏

・
秋

・
冬
と

い
っ
た
季
節
感
と
個
々
の
景
物

の
も

つ

場
所
性
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
、
瀟
湘
八
景
を
念
頭

に
し
て
作
ら
れ
た
作
品
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と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

実

は

「○
○
八
景
」
と
い
う
様
式
は
、
禅
院

の
八
景

の
選
定
に
も
使
わ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら

の
八
景
は
十
境
と
同
じ
く
、
境
致
の

一
種
と
も
考
え
ら
れ
、
八

景
を
境
致
に
転
用
し
た
も

の
と
見
な
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

『扶
桑
五
山
記
』
二
に
は
、

山
水
、
と
り
わ
け
大
慈
寺
の
境
致
を
愛
し
、
そ
の
八
景
を
詠
じ
た
詩
歌
が
な
い

の
を
惜
し
ん
だ
た
め
、
瞬
庵
宗
久
と
い
う
歌

の
上
手
な
者
を
都

に
派
遣
し
、
京

五
山
を
は
じ
め
と
す
る
詩
歌
に
堪
能
な
禅
僧
に
大
慈
寺
八
景
を
作
詩
さ
せ
た
と

い
う
。

大
慈
寺
八
景
に
つ
い
て
、
こ
の
序

に
は
、

日本の禅院における中国的要素の摂取

大
慈
寺

(中
略
)

十
境
、
檳
榔
塢
、
菌
藷
峰
、
衣
明
殿
、
雲
秀

溪
、
緑
池
、
潮
音

閣

(山

門
)、
拈
華
堂

(法
堂
)、
烹
金
爐

(方
丈
)、
止
々
庵
、
清
凉
軒

八
景
、
龍
山
春
望
、
古
寺
緑
蔭
、
漁
浦
歸
舟
、
橋
邊
暮
雨
、
江
上
夕
陽
、

東
營
秋
月
、
西
塞
夜
雪
、
野
市
炊
煙

臨
照
山
西
岸
禪
寺

(中
略
)

八
景
、
慈
雪
晩
鐘
、
清
湖
夜
月
、
春
杜
花
木
、
秋
杜
風
露
、
砥
橋
跨
虹
、

荻
野
環
翠
、
飛
陽
濯
疚
、
三
濟
修
禊

と
あ
る
。

こ
こ
で
、
十
境
の
ほ
か
に
、
八
景
も
禅

院
の
境
致
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
の

が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
大
慈
寺
八
景
に
対
し
て
は

「日
向
州
竜
興
山
大

慈
禅
寺

八
景
」
の
題
で
、
禅
僧

一
〇

一
人

が
そ
の
詩
を
作
り
、
義
堂
周
信
が

「大
慈

八
景
詩
歌
集
叙
」
を
製

し

て
い
る
。
こ

の
序

に
よ
る
と
、
今
川

了
俊

(
一
三
二
五
～

一
四
二
〇
)
が
鎮
西
探
題
と
し

て
九
州
地
方

に
在
任
中
、
当
地

の

大
慈
八
景
、
其
日
龍
山
春
望
、
言
宜
乎
春
也
、
日
古
寺
緑
蔭
、
言
宜
乎

夏
也
、
漁
浦
歸
舟
、
以
詠
漁
父
也
、
日
埜
市
炊
烟
、
以
樂
市
隱
也
、
日
橋

邊
暮
雨
、
示
防
卒
暴
也
、
日
江
上
夕
陽
、
示
迫
桑
楡
也
、
其
山
城
宜
月
者
、

日
東
營
秋
月
、
所
以
警
夜
也
、
其
宜
雪
者
、
日
西
塞
夜
雪
、
所
以
戒
不

　　
　

虞
也
、

大
慈
八
景
、
其

の
龍
山
春
望
と
日
う
は
、
春

に
宜
し
き
を
言
う
な
り
、

古
寺
緑
蔭
と
日
う
は
、
夏
に
宜
し
き
を
言
う
な
り
、
漁
浦
歸
舟
は
、
以
て

漁
父
を
詠
む
な
り
、
埜
市
炊
烟
と
日
う
は
、
以
て
市
隱
を
樂
し
む
な
り
、

橋
邊
暮
雨
と
日
う
は
、
卒
暴
を
防
ぐ
を
示
す
な
り
、
江
上
夕
陽
と
日
う
は
、

桑
楡
に
迫
る
を
示
す
な
り
、
其
の
山
城

の
月
に
宜
し
き
者
、
東
營
秋
月
と

日
う
は
、
夜
を
警
す
る
所
以
な
り
、
其

の
雪
に
宜
し
き
者
、
西
塞
夜
雪
と

日
う
は
、
不
虞
を
戒
め
る
所
以
な
り
、

と

い
う
。
こ
れ
ら
八
景

に
も
季
節
感

・
場
所
性

・
個
々
の
景
物
を
見
い
だ
す
こ

と
が
で
き
、
瀟
湘
八
景

の
影
響
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
慈
寺
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八
景

に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
記
録
が
も
う

一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
義
堂
周
信
の
日

記

『空
華
日
用
工
夫
略
集
』
三
の
康
暦

二
年

(
=
二
八
○
)
七
月
十
八
日
条

の

一
部
で
、

　
む
　

爲
清
砠
侍
者
求
、
改
八
景
目
子
、
蓋
日
向
州
龍
興
山
大
慈
寺
境
致
也
、

清
詛
侍
者

の
求
め
の
爲

に
、
八
景

の
目
子
を
改
む
、
蓋
し
日
向
州
龍
興
山

大
慈
寺

の
境
致
な
り
、

と
あ
る
。
こ
こ
で
大
慈
寺
八
景
を

「大
慈
寺

の
境
致
」
と
明
言
し
て
い
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
禅
僧
の
詩
歌

に
も

こ
れ
に
似
通

っ
た
表
現
が
見
ら
れ
、

い
ず
れ
も
大
慈
寺
八
景
が
境
致
で
あ
る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

大
慈
寺
八
景
や
西
岸
寺
八
景
と

い
っ
た
禅
院

の
八
景

は
、
瀟
湘
八
景
の
影
響

を
受
け
な
が
ら
も
そ
れ
に
較
べ
て
、
個
々
の
景
物

の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
な

っ
て

き
て
お
り
、
し
か
も
山

・
湖

・
橋

・
花
木
な
ど
と
い
っ
た
境
致

に
よ
く
使
わ
れ

る
素
材
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
中
国
で
発
生
し
た
瀟
湘
八
景
と
い
う
主
題
は
、
禅
僧
に
よ

っ

て
日
本

に
導
入
さ
れ
た
後
、
八
景
図
や
八
景
詩
と
と
も
に
変
化
を
起
こ
し
、
季

節
感
と
場
所
性
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
や
が
て
、
こ
れ
が
禅
院

の
境

致

の
選
定
に
影
響
を
あ
た
え
、
禅
院
に
お

い
て
も
十
境
と
同
じ
く
、
八
景
を
選

ぶ
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
十
境

や
八
景
が

い
ず
れ
も
禅
院

の
境
致

で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

4

日
本

の
禅
院
に
お
け
る
十
境

の
発
達

前
述
し
た
よ
う

に
、
日
本
の
禅
院

に
お
け
る
十
境
選
定

の
早
期
の
も

の
と
し

て
は
、
渡
来
僧

の
明
極
楚
俊

の

「題
建
長
寺
十
境
」
、
同
じ
く
渡
来
僧

の
清
拙

正
澄

の

「東
山
十
境
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
中
国
の
渡
来
僧

(あ
る
い
は
日
本
の
入
元
僧
)
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
契
機
と
し
て
日
本

の
禅
僧

の
間
に
十
境
の
選
定
が
流
行

っ
た
。
中

で

も
夢
窓
疎
石

の

「
天
龍
寺
十
境
」
が
最
も
著
名

で
あ
る
。
京
五
山
、
す
な
わ
ち

五
山
之
上
の
南
禅
寺
、
五
山
第

一
の
天
龍
寺
、
五
山
第
二
の
相
国
寺
、
五
山
第

三
の
建
仁
寺
、
五
山
第
四
の
東
福
寺
、
五
山
第
五
の
萬
寿
寺
と
い
っ
た
禅
院
す

べ
て
に
十
境
が
選
ば
れ
、

い
っ
ぽ
う
、
鎌
倉
五
山
の
う
ち
、
五
山
第

一
の
建
長

寺

で
も
十
境
が
選
ぼ
れ
て
い
る
。
以
下
、
京
五
山
、
鎌
倉
五
山
を
中
心
に
し
て
、

日
本

の
禅
院

に
お
け
る
十
境

の
発
達
を
考
察
し
た
い
。

南
禅
寺
は
、
く
わ
し
く
は
太
平
興
国
南
禅
寺
と

い
い
、
山
号
を
瑞
竜
山
と

い

う
。
正
応

四
年

(
一
二
九

一
)、
亀
山
上
皇
は
三
井
寺

の
別
院

で
あ

っ
た
離
宮

の
禅
林
寺
殿
を
禅
院
に
改
め
、
聖

一
国
師

の
法
嗣

の
無
関
普
門
を
開
山
と
し
て

招
き
竜
安
山
禅
林
寺

と
称

し
た
。
正
安
年
間

(
一
二
九
九
～

一
三
〇
二
)
に
南

禅
寺
と
改
め
ら
れ
、
徳
治
二
年

(
=
二
〇
七
)
に
準
五
山
、
建
武
元
年

(
一
三

三
四
)
正
月
二
十
六
日
に
五
山
第

一
と
な
り
、

つ
い
で
至
徳
三
年

(
=
二
八
六
)

七
月
十
日
に
五
山
之
上
に
の
ぼ

っ
た
。

『扶
桑
五
山
記
』
二
に
よ
れ
ぽ
、
南
禅
寺
境
致
と
し
て
、
五
山
之
上

・
毘
盧
頂
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上

・
金
剛
殿

・
曇
華
堂

・
近
水
院

・
五
鳳
楼

・
雲
堂

・
鎖
春
亭

・
羊
角
嶺

・
蔵

春
峡

・
愈
好
亭

・
帰
雲
洞

・
合
澗
橋

・
蘿

月
菴

・
独
秀
峰

・
豢
竜
池

・
竜
淵

室

・
霜
花
岩

・
神
仙
佳
境

・
牢
度
梯

・
簷
蔔
林

・
綾
戸
廟

・
雪
隠

・
表
率
寮

・

望
仰

・
竜
蟠

・
虎
嘯

・
結
集

・
景
雪

・
択
木

・
思
忠

・
内
史

・
小
玉

・
化
檀
と

い
う
計
三
十
四
ヵ
所

の
境
致
名
が
挙
げ
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
、
独
秀
峰

・

羊
角
嶺

・
帰
雲
洞

・
豢
竜
池

・
曇
華
堂

・
鎖
春
亭

・
蘿
月
菴

・
綾
戸
廟

・
愈
好

亭

・
簷
蔔
林
が
十
境
と
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
『雍
州
府
志
』

(巻
八
)、
『山
城
名
勝
志
』
(巻
十
三
)
に
見
え
る
も

の
の
、
選
定
者

の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

た
だ
、
『蔭
凉
軒
日
録
』
長
禄
二
年

(
一
四
五
八
)
六
月
十

一
日
の
条

に
よ
る
と
、
八
代
将
軍
足
利
義
政

(在
職

一
四

四
九
～
七
三
)
が
南
禅
寺
御
成

の
際
、
同
寺

の
泉
水
を
遊
覧
し
、
十
境
を
見

て

　　
　

回

っ
た
と
あ
り
、
当
時
す
で
に
十
境
が
で
き
、
上
は
将
軍
か
ら
下
は
文
人
や
禅

僧
ま
で
の
観
賞
対
象

に
な

っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

天
龍
寺

は
、
く
わ
し
く
は
天
龍
資
聖
禅
寺
と
い
い
、
山
号
を
霊
亀
山
と
い
う
。

檀
林
皇
后
が
唐

の
禅
僧
義
空
を
招

い
て
開

い
た
檀
林
寺
の
旧
蹟

で
、
そ
の
の
ち

後
嵯
峨

・
亀
山

・
後
醍
醐
の
三
天
皇

に
ゆ

か
り
の
深
い
離
宮
、
亀
山
殿
と
な

っ

た
。
足
利
尊
氏

・
直
義
兄
弟

は
後
醍
醐
天
皇

の
冥
福
を
祈
る
た
め
、
暦
応
二
年

(
一
三
三
九
)、
夢
窓
疎
石
の
勧
め
に
従

っ
て
、
こ
こ
に
寺
を
建

て
霊
亀
山
資
聖

禅
寺
と
称
し
た
が
、
翌
年
、
天
龍
資
聖
禅
寺
と
改

め
た
。
開
山
は
夢
窓
疎
石

で

あ
る
。
暦
応
四
年

(
=
二
四

一
)
八
月
二
十

三
日

に
五
山
第
二
と
な
り
、
至
徳

三
年

(
=
二
八
六
)
七
月
十
日
に
五
山
第

一
位
に
列
せ
ら
れ
た
。

『扶
桑
五
山
記
』
三
に
よ
れ
ば
天
龍
寺
境
致
と
し
て
、
普
明
閣

・
曹
源
池

・
三

級
岩

・
万
松
洞

・
竜
門
亭

・
亀
頂
塔

・
拈
華
嶺

・
度
月
橋

・
霊
庇
廟

・
絶
唱

渓

・
天
下
竜
門

・
法
雷
堂

・
集
瑞
軒

・
選
仏
場

・
覚
皇
宝
殿

・
洞
鑑

・
聯
芳
と

い
う
計
十
七
ヵ
所

の
境
致
名
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
、
普
明
閣

・
絶

唱
渓

・
霊
庇
廟

・
曹
源
池

・
拈
華
嶺

・
度
月
橋

・
三
級
岩

・
万
松
洞

・
竜
門

亭

・
亀
頂
塔
が
十
境
と
な

っ
て
い
る
。

　
カ
　

『天
龍
開
山
夢
窓
正
覚
心
宗
普
済
国
師
年
譜
』
に
よ
る
と
、
貞
和
二
年

(
一
三

四
六
)
の
春
二
月
、
「教
外
別
行
之
場
」
を
表
わ
す
た
め
に
、
夢
窓

は

「天
龍

　お
　

寺
十
境
」
を
賦
し
、
自
ら
序
を
作

っ
た
。
天
龍
寺
十
境
の
選
定
は
同
寺
建
立
後

の
早

い
時
期

に
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

普
明
閣

廣
大
慈
光
照
世
間
、
善
財
當
面
隔
重
關
、
眼
皮
横
蓋
盧
室
界
、
彈
指
開

門
匹
似
閑
、

廣
大
な
る
慈
光

世
間
を
照
ら
し
、
善
財

面

に
當
り
て
重
關
を
隔

つ
、

眼
皮
は
横
蓋
す

虚
室
界
、
彈
指
し
て
門
を
開
け
ば
閑
な
る
に
匹
似
す
、

絶
唱
谿

灘
聲
激
出
廣
長
舌
、
莫
謂
深
談
在

口
邊
、
日
夜
流
傳
八
萬
偈
、
灼
然

一

字
未
嘗
宣
、

灘
聲

激
し
出
だ
す

廣
長
舌
、
謂
う
莫
か
れ

深
談
は
口
邊

に
在
り
と
、
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日
夜
流
傳
す
八
萬
の
偈
、
灼
然
た
る

一
字
未
だ
嘗
て
宣

せ
ず
、

靈
庇
廟

精
藍
分
地
建
靈
宮
、
專
冀
神
風
助
砠

風
、
莫
怪
庭
前
松
屈
曲
、
天
眞
正

直
在
其
中
、

精
藍

地
を
分
か
ち
て
靈
宮
を
建

て
、
專
ら
冀
う

禪
風

の
租
風
を
助
け

ん
こ
と
を
、
怪
し
む
莫
か
れ

庭
前

松

の
屈
曲
せ
る
を
、
天
眞

の
正
直
は

其
の
中

に
在
り
、

曹
源
池

曹
源
不
涸
直
臻
今
、

一
滴
流
通
廣
且
深
、
曲
岸
回
塘
休
著
眼
、
夜
闌
有

月
落
波
心
、

曹
源
は
涸
れ
ず
直
ち
に
今
に
臻
り
、

一
滴
流
逋
し
て
廣
く
且

つ
深
し
、

曲
岸
回
塘

著
眼
す
る
を
休
め
よ
、
夜
闌

に
し
て
月
有
り
波
心
に
落

つ
、

拈
華
嶺

靈
山
拈
起

一
枝
萼
、
分
作
千
株
在
此
峰
、
只
見
聯
芳
至
今
日
、
不
知
劫

外
幾
春
風
、

靈
山
に
拈
起
す

一
枝

の
萼
、
分

か
れ
て
千
株
と
作
り
て
此

の
峰

に
在

り
、
只
だ
見
る

芳
を
聯
ね
て
今
日
に
至
る
を
、
知
ら
ず

劫
外
に
幾
春
風

ぞ
、

度
月
橋

虹
勢
截
流
横
兩
岸
、

一
條
活
路
透
清
波
、
度
驢
度
馬
未
爲
足
、
玉
兎
三

更
推
轂
過
、

虹
勢

流
れ
を
截
ち
て
兩
岸
に
横
た
わ
り
、

一
條
の
活
路

清
波
を
透

る
、

度
驢
度
馬
は
未
だ
足
と
爲
さ
ざ

る
に
、
玉
兎
は
三
更
に
轂
を
推
し
て
過
ぐ
、

三
級
巖

分
危
布
險
作
三
重
、
水
激
雲
遮
路
不
逋
、
無
限
金
鱗
遭
點
額
、
誰
知
偏

界
起
腥
風
、

危
を
分
か
ち
險
を
布
き

て
三
重
と
作
し
、
水
は
激
し
雲
は
遮
り
て
路
逋

ぜ
ず
、
無
限

の
金
鱗

額
に
點
せ
ら
れ
、
誰
か
知
ら
ん

偏
界
に
腥
風
を
起

こ
す
を
、萬

松
洞

萬
株
松
下

一
乾
坤
、
翠
靄
氛
氛
鎖
洞
門
、
仙
境
由
來
屬
仙
客
、
莫
言
此

地
匪
桃
源
、

萬
株

の
松
下
の

一
乾
坤
、
翠
靄

氛
氛
と
し
て
洞
門
を
鎖
す
、
仙
境

由

來

仙
客
に
屬
す
、
言
う
莫
か
れ

此

の
地
は
桃
源

に
匪
ず
と
、

龍
門
亭
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不
借
巨
靈
分
破
拳
、
兩
山
放
出

一
洪
川
、
三
更
夜
牛
無
來
客
、
數
片
歸

雲
宿
檻
前
、

巨
靈
に
借
り
ず

分
破

の
拳
、
兩
山

は
放
出
す

一
洪
川
、
三
更

の
夜
牛

に
來
客
無
く
、
數
片

の
歸
雲

檻
前
に
宿
る
、

龜
頂
塔

松
生
背
上
緑
毛
長
、
頂
戴
淨
圖
萬

劫
鮮
、
戸
臑
恢
開
不
藏
六
、
重
重
法

界
目
前
彰
、

松
は
背
上

に
生
じ
て
緑
毛
長
く
、
淨
圖
を
頂
戴
す
る
は
萬
劫

の
祥
、
戸

臑
恢
く
開
き

て
六
を
藏
せ
ず
、
重
重

た
る
法
界

目
前
に
彰
ら
か
な
り
、

そ
の
後
、
数
多
く
の
禅
僧
が
そ
の
韻

に
和
し
て
偈
を
書

い
た
。
た
と
え
ば
、

日
本

に
着

い
た
ぼ

か
り

の
渡
来
僧

の
東
陵
永
瓔

(在
日

一
三
五

一
～
六
五
)
も

　お
　

夢
窓

の
要
請

で

一
偈
を
頌
し
た
。
そ
の
ほ

か
に
、
日
本
禅
僧

の
乾
峰
士
曇

(
一

　ぬ
　

二
八
五
～

一
三
六

一
)
の

「
天
龍
十
景
、
和
夢
窓
国
師
韻
」
が
あ
る
。

ま
た
天
龍
寺
十
境

に
つ
い
て
、
『太
平
記
』
巻
廿
四
に
は
次

の
よ
う
に
描

か

れ
て
い
る
。

こ
の
開
山
国
師
、
天
性
水
石
に
心

を
寄

せ
、
浮
萍

の
跡
を
事
と
し
玉
ひ

し
か
ぽ
、
水

に
傍
ひ
山
に
依
り
、
十
境

の
景
趣
を
作
ら
れ
た
り
。
所
謂
大

士
応
化
の
普
明
閣
、
塵
々
和
光

の
霊
庇
席
、
天
心
秋
を
浸
す
曹
源
池
、
金

鱗
尾
を
焦
す
三
級
岩
、
こ
れ
に
対

せ
る
竜
門
亭
、
三
壷
を
捧
ぐ
る
亀
頂
塔
、

雲
半
間

の
万
松
洞
、
丕
言
の
笑
を
開
く
拈
花
嶺
、
無
声
に
音
を
聞
く
絶
唱

渓
、
銀
漢

に
上
る
度
月
橋
。
こ
の
十
景
の
そ
の
上

に
、
石
を
集

め
烟
嶂

の

色
を
仮
り
、
樹
を
栽
ゑ
て
は
風
濤

の
声
を
移
す
。
慧
崇
が
烟
雨

の
図
、
韋

　お
　

偃
が
山
水

の
景
に
も

い
ま
だ
得
ざ
り
し
風
流
な
り
。

相
国
寺
は
、
く
わ
し
く
は
相
国
承
天
禅
寺
と
い
い
、
山
号
を
万
年
山
と
い
う
。

永
徳
二
年

(
一
三
八
二
)
に
一
禅
院
を
創
立
し
よ
う
と
し
た
足
利
義
満

(在
職

一
三

六
八
～
九
四
)
は
、
春
屋
妙
葩

(
一
三

二

～
八
八
)
・
義
堂
周
信
に
相
談

を
も

ち
か
け
、
春
屋

・
義
堂

の
建
議
に
よ

っ
て
寺
号
を
承
天
相
国
と
定

め
た
。
同
三

年

(
一
三
▲

二
)、
義
堂

の
提
案
に
よ

っ
て
新
寺

は
相
国
承
天
禅
寺
と
改

め
ら

れ
、
夢
窓
疎
石
を
勧
請
開
山
と
し
、
春
屋
自
ら
二
世
と
な

っ
て
い
る
。
至
徳
三

年

(
一
三
八
六
)
七
月
十
日
に
五
山
第
二
位

に
列
せ
ら
れ
た
。

『扶
桑
五
山
記
』
四
に
よ
れ
ば
、
相
国
寺
境
致
と
し
て
、
祝
釐
堂

・
護
国
廟

・

円
通
閣

・
功
徳
池

・
大
宝
塔

・
洪
音
楼

・
天
界
橋

・
竜
淵
水

・
般
若
林

・
妙
荘

厳
域

・
覚
雄
宝
殿

・
鉄
鷂

・
金
鳥

・
無
畏
堂
と
い
う
計
十
四
ヵ
所

の
境
致
名
が

挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
、
祝
釐
堂

・
護
国
廟

・
円
通
閣

・
大
宝
塔

・
洪

音
楼

・
功
徳
池

・
天
界
橋

・
竜
淵
水

・
般
若
林

・
妙
荘
厳
域
が
十
境
と
な

っ
て

い
る
。

『蔭
凉
軒
日
録
』
嘉
吉
元
年

(
一
四
四

一
)
二
月
十
五
日

の
条

に
よ
る
と
、
六

代
将
軍

の
足
利
義
教

(在
職

一
四
二
九
～
四

一
)
が
鹿
苑
院
に
参
詣

し
た
際
、
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僧
録

の
季
瓊
真
蕊

(P
～

一
四
六
九
)
は
相

国
寺
十
境
を
書

い
て
献
上

し
、
ま

　め
　

た
天
界
橋

の
図
を
示
し
た
と
い
う
。
相
国
寺
十
境
は
季
瓊
に
よ

っ
て
選
定
さ
れ

た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

建
仁
寺

は
山
号
を
東
山
と
い
い
、
開
山
は
明
庵
栄
西
、
開
基
は
源
頼
家

で
あ

る
。
建
仁
二
年

(
一
二
〇
二
)、
将
軍
頼
家

の
庇
護
を
受
け
た
栄
西
は
、
宿
願

の
京
都
進
出
を
果

た
し
、
六
波
羅

の
北
端

に
建
仁
寺
を
開

い
た
。
最
初

は
天

台

・
真
言

・
禅

の
三
宗
兼
学

の
道
場
と
さ
れ
た
が
、
し
だ
い
に
純
粋
な
禅
院
に

な

っ
て
い

っ
た
。
建
武
年
間

(
一
三
三
四
～
三
八
)
に
五
山
と
な
り
、
暦
応

四

年

(
一
三
四

一
)
八
月

二
十
三
日
に
五
山
第

四
、
至
徳
三
年

(
=
ご
八
六
)
七

月
十
日
に
五
山
第
三
位
に
列
せ
ら
れ
た
。

『扶
桑
五
山
記
』
四
に
よ
れ
ば
、
建
仁
寺
境
致
と
し
て
、
慈
視
閣

・
望
闕
楼

.

大
悟
堂

・
群
玉
林

・
入
定
堂

・
楽
神
廟

・
無
尽
灯

・
清
水
山

.
第
五
橋

.
鴨
川

水

二
二
世
如
来
殿

・
清
凉
軒

・
拈
華
堂

・
雪

隠

・
悦
可

・
表
率

・
夢
升

.
等

慈

・
竜
蔵

・
虎
林

・
春
会

・
希
真
と
い
う
計

二
十
二

ヵ
所

の
境
致
名
が
挙
げ
ら

れ
て
お
り
、
そ

の
う
ち
、
慈
視
閣

・
望
闕
楼

・
大
悟
堂

・
群
玉
林

・
入
定
堂

(正
し
く
は
入
定
塔
)
・
楽
神
廟

・
無
尽
灯

(十
鏡
灯
と
も
称
す
)
・
清
水
山

.
第

五
橋

・
鴨
川
水
が
十
境
と
な

っ
て
い
る
。
建
仁
寺
十
境
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

渡
来
僧

の
清
拙
正
澄

に
よ

っ
て
選
定

さ

れ

た
も

の
で
、
同
内
容

の

「東
山

　り
　

十
境
」
が

の
こ
さ
れ
て
い
る
。

慈
硯
閣

有
情
無
情
入
我
眼
、
我
眼
偏
入
情
無
情
、
正
見
正
知
觀
自
在
、
瞳
人
雙

倚
玉
欄
横
、

有
情
無
情

我
が
眼
に
入
り
、
我
が
眼
偏
く
情
無
情
を
入

る
、
正
見
正

知

觀
自
在
、
瞳
人

雙

つ
な
が
ら
玉
欄
に
倚
り
て
横
た
わ
る
、

望
闕
樓

百
級
雲
梯
眼
界
寛
、
不
違
咫
尺
覲
天
顏
、
夜
摩
走
入
三
門
上
、
億
萬
山

河
盡
笑
歡
、

百
級

の
雲
梯

眼
界
寛
く
、
咫
尺
を
違
え
ず
天
顏

に
覲
ゆ
、
夜
摩
走
り

入
る

三
門
の
上
、
億
萬
の
山
河

盡
く
笑
歡
す
、

大
悟
堂

選
佛
場
開
集
勝
流
、
心
室
及
第
是
良
籌
、
誰
從
暗
裏
輕
移
歩
、
踏
著
文

殊
脚
指
頭
、

選
佛
場
開
き
て
勝
流
を
集
め
、
心
室
に
し
て
第
に
及
ぶ
は
是
れ
良
籌
、

誰
か
暗
裏
從
り
輕
く
歩
を
移
し
、
踏
著
せ
ん

文
殊

の
脚
指
頭
、

群
玉
林

垂
棘
懸
黎
蘊
徳
輝
、
琳
瑯
環
植
富
瑰
埼
、
莫
愁
大
寶
無
酬
價
、
世
有
良

工
盡
得
知
、

垂
棘
懸
黎

徳
輝
を
蘊
み
、
琳
瑯
の
環
植

瑰
埼
に
富
む
、
愁
う
る
莫
か
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れ

大
寶
は
酬
價
無
き
を
、
世
に
良
工
有
ら
ば
盡
く
知
る
を
得
ん
、

入
定
塔

親
見
盧
菴
得
正
傳
、
色
身
堅
似
法
身
堅
、
憑
誰
爲
鑄
黄
金
馨
、
敲
出
蘿

龕
箇
老
禪
、

親
し
く
見
る

虚
菴

に
正
傳
を
得
る
を
、
色
身

の
堅
き
は
法
身

の
堅
き

に
似

た
り
、
誰
に
憑
り
て
鑄
を
爲
さ
ば
黄
金
馨
き
ん
、
敲
き
出
だ
す

蘿

龕

の
箇

の
老
禪
、

樂
神
廟

吉
備
行
祠
自
古
靈
、
開
山
迎
奉
護
禪
庭
、
三
千
眷
屬
常
圍
繞
、
鐵
騎
追

風
鬼
眼
青
、

吉
備
の
行
祠

古
自
り
靈
あ
り
、
開
山
迎
奉
し
て
禪
庭
を
護
る
、
三
千

の
眷
屬

常

に
圍
繞
し
、
鐵
騎

風
を
追

い
鬼
眼
青
し

無
盡
燈

須
彌
爲
娃
海
爲
油
、
十
面
磨
銅
法
界
周
、
此
土
他
方
塵
數
佛
、
灼
然
不

隔

一
絲
頭

須
彌

は
姓
爲
り
海

は
油
爲
り
、
十
面

の
磨
銅

法
界
周
し
、
此
土

他
方

塵
數

の
佛
、
灼
然
と
し
て

一
絲
頭
を
隔

て
ず
、

清
水
山

麋
冠
奇
峰
紺
色
幽
、
寒
泉
千
尺
下
峰
頂
、
百
川
浩
浩
知
多
少
、
箇
是
圓

通
第

一
流
、

麋
岩
た
る
奇
峰

紺
色
幽

に
、
寒
泉
千
尺

峰
頂
よ
り
下
る
、
百
川
浩
浩

と
し
て
多
少
な
る
を
知
ら
ん
、
箇
れ
是
れ
圓
逋

の
第

一
流
、

第
五
橋

牛
虚
室
裏
獨
横
身
、
接
盡
中
途
未
到
人
、
濁
界
衆
生
何
日
了
、
誰
知
脚

下
是
通
津
、

牛
虚
室
裏

に
獨
り
身
を
横

た
え
、
接
し
盡
く
す

中
途
未
到

の
人
、
濁

界

の
衆
生

何
れ
の
日
に
か
了
せ
ん
、
誰
か
知
ら
ん

脚
下
は
是
れ
通
津
な

る
を
、

鴨
川
水

鳧
頂
波
光
似
漢
江
、
澱
青
疑
可
染
衣
裳
、
曾
從
加
茂
宮
前
過
、
滴
滴
醍

醐
徹
底
香
、

鳧
頂

の
波
光
は
漢
江
に
似
、
澱
青
疑
う
ら
く
は
衣
裳
を
染
む
べ
し
、
曾

て
加
茂
從
り
宮
前
過
ぎ
、
滴
滴

醍
醐

徹
底

の
香
、

元
弘
三
年

(
=
二
三
三
)
の
十
月
二
十
日
、
後
醍
醐
天
皇

の
勅

に
よ
り
、
清

拙
正
澄
は
鎌
倉

の
建
長
寺
か
ら
上
京
し
、
建
仁
寺

の
第
二
十
三
世
住
持
に
就
任
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し
た
後
、
建
武
三
年

(
=
二
三
六
)
の
春

か
ら
夏

に
南
禅
寺

に
遷
住

し
た
。

「東
山
十
境
」
は
こ
の
問
に
選
定
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
「建
長
寺
十
境
」
と
な

ら
ん
で
、
十
境

の
早
期

の
も
の
と
い
え
よ
う
。

東
福
寺

は
山
号
を
恵
日
山
と
い
い
、
嘉
禎

二
年

(
一
二
三
六
)
九
条
道
家
が

発
願
し
、
寛
元
二
年

(
一
二
四
四
)
聖

一
国
師
円
爾
を
招

い
て
開
山
と
し
た
。

最
初
は
天
台

・
真
言

・
禅

の
三
宗
兼
学

の
寺

院
で
あ

っ
た
が
、
し
だ
い
に
純
粋

な
禅
院
に
な

っ
て
い
っ
た
。
建
武
年
間

(
=
壬
二
四
～
三
八
)
に
五
山
と
な
り
、

暦
応
四
年

(
=
二
四

一
)
八
月
二
十

三
日
に
五
山
第
五
、
至
徳
三
年

(
一
三
八

六
)
七
月
十
日
に
五
山
第
四
位

に
列

せ
ら
れ
た
。

『扶
桑
五
山
記
』
五
に
よ
れ
ぽ
、
東
福
寺
境

致
と
し
て
、
選
仏
場

・
栴
檀
林

・

竜
吟
水

・
甘
露
水

・
通
天
橋

・
二
老
橋

・
臥
雲
橋

・
思
遠
池

・
洗
玉
澗

・
三
笑

橋

・
五
社
宮

・
妙
雲
閣

・
無
価
軒

・
千
松
林

・
潮
音
堂

・
五
社

・
解
空
堂
と

い

う
計
十
六

ヵ
所

(五
社
宮
と
五
社
と
は
同

一
物

で
あ
る
)
の
境
致
名
が
挙
げ
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
う
ち
、
妙
雲
閣

・
選
仏
場

・
潮
音
堂

・
栴
檀
林

・
思
遠
池

・
成

就
宮

・
通
天
橋

・
千
松
林

・
甘
露
井

・
洗
玉
澗
が
十
境
と
な

っ
て
い
る
。
東
福

寺
十
境

は
、
す

で
に

「東
福
寺
伽
藍
図
」

の
了
庵
桂
悟

(
一
四
二
五
～

一
五

一

　　
　

四
)
に
よ
る
賛

(永
正
二
年
、

一
五
〇
五
)
に
見
え
、
『雍
州
府
志
』
巻
九

に
も

そ
の
記
述
が
あ

る
。

萬
寿
寺
は
山
号
を
九
重
山
と

い
う
。
永
長

二
年

(
一
〇
九
七
)、
白
河
上
皇

は
皇
女
郁
芳
門
院
提
子
内
親
王
の
遺
宮
を
仏

寺
に
改
め
、
こ
れ
を
六
条
御
堂
と

い
っ
た
。
浄
土
教

の
寺
院

で
あ

っ
た
が
、

正
嘉
年
間

(
一
二
五
七
～
五
九
)
十

地
覚
空

・
東
山
湛
照
が
禅
院
に
改

め
、
萬
寿
寺
と
し
た
。
延
文
三
年

(
一
三
五

八
)
九
月

二
日
に
五
山
と
な
り
、
至
徳
三
年

(
一
三
八
六
)
七
月
十
日
に
五
山

第
五
位

に
列
せ
ら
れ
た
。

『扶
桑
五
山
記
』
五
に
よ
れ
ぽ
萬
寿
寺
境
致
と
し
て
琴
台

・
十
地
超
関

・
大
雄

宝
殿

・
三
山
神
廟

・
千
松
客
径

・
枯
木
回
春

・
新
花
更
雨

・
東
軒

・
南
院

・
鏡

沼
と
い
う
計
十

ヵ
所

の
境
致
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　　

　

ま
た

『京
城
萬
寿
禅
寺
記
』

に
よ
る
と
、

こ
れ
ら

の
境
致
は
景
南
英
文
が
宝

徳
三
年

(
一
四
五

一
)
に
選
定
し
た
萬
寿
寺
十
境
で
あ
り
、
景
南
は
ま
た
こ
れ

に
つ
い
て
偈
頌
を
作

っ
て
い
る
。

東
軒
虚
豁
包
南
院
、
海
上
三
山
當
處
開
、
夜
月
無
心
臨
鏡
沼
、
暮
雲
有

意
傍
琴
臺
、
新
華
雨
途
室
談
散
、
枯
木
春
從
冷
坐
回
、
親
禮
大
雄
超
十
地
、

千
松
夾
逕
接
方
來
、

東
軒
は
虚
豁

に
し
て
南
院
を
包
み
、
海
上
の
三
山
は
處

に
當
た
り
て
開

く
、
夜
月
は
無
心
に
し
て
鏡
沼
に
臨
み
、
暮
雲
は
意
有
り
て
琴
臺

に
傍
う
、

新
華
の
雨
は
室
談
を
途
げ

て
散
じ
、
枯
木

の
春
は
冷
坐
に
從
り
て
回
る
、

親
し
く
大
雄
を
禮
す
る
は
十
地
を
超
え
、
千
松
は
逕
を
夾
み
て
方
來

に
接

す
、

建
長
寺
は
く
わ
し
く
は
建
長
興
国
禅
寺
と
い
い
、
山
号
を
巨
福
山
と
い
う
。

建
長
元
年

(
一
二
四
九
)
北
条
時
頼

の
発
願

に
よ

っ
て
創
建
さ
れ
、
同
五
年
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(
=

一五
三
)
に
落
成
し
た
た
め
、
年
号

に
ち
な
ん
で
建
長
寺
と
名
づ
け
ら
れ

た
。
渡
来
僧

の
蘭
渓
道
隆

(在
日

一
二
四
六
～
七
八
)
が
開
山

に
迎
え
ら
れ

て

い
る
。
鎌
倉
末
期
に
五
山
と
な
り
、

つ
い
で
暦
応
四
年

(
一
三
四

一
)
八
月
二

十
三
日
に
五
山
第

一
位

に
列

せ
ら
れ
た
。

『扶
桑
五
山
記
』
三
に
よ
れ
ぽ
、
建
長
寺

境
致

と
し
て
、
拈
華
堂

・
毘
盧
宝

閣

・
大
徹
堂

・
嵩
山

・
得
月
楼

・
逢

春
閣

・
竜
王
殿

・
玄
関

・
薫
碧
池

・
聴

松

・
天
津
橋

・
栴
檀
林

・
円
通
閣

・
対
神

閣

・
海
眼

・
截
流
橋

・
応
真
閣

・
法

輪
宝
蔵

・
松
下
軒

・
華
厳
塔

・
摩
霄
閣

・
照
心

・
海
東
法
窟

・
天
下
禅
林

・
玲

瓏
岩

・
三
千
仏

・
曇
華
堂
、
ほ
か
に
十
寮

を
加
え
て
計
三
十
七

ヵ
所

の
境
致
名

が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
う
ち
、
玄
関

・
大
徹
堂

・
得
月
楼

・
逢
春
閣

・
拈

華
堂

・
蕪
碧
池

・
華
厳
塔

・
嵩
山

・
玲
瓏
岩

・
円
通
閣
が
十
境
と
な

っ
て
い
る
。

建
長
寺
十
境
は
前
述
し
た
よ
う

に
、
渡
来
僧

の
明
極
楚
俊

に
よ

っ
て
選
定
さ
れ

　み
　

た
も

の
で
、
「
題
建
長
寺
十
境
」
が
作
ら
れ

て
い
る
。

玄
關

巨
闢
門
何
妙
、
來
鋒
不
敢
當
、
峻
機
纔
透
徹
、
圓
應
便
通
方
、
大
道
誰

留
礙
、
迷
途
自
著
忙
、
古
今
凡
與
聖
、
來
往
更
無
妨
、

巨
き
く
闢
け
る
門
何
ぞ
妙
な
る
、
來
鋒

敢
て
當
ら
ず
、
峻
機

纔
か
に

透
徹
し
、
圓
應

便
ち
通
方

た
り
、
大
道

誰

か
留
礙
せ
ん
、
迷
途

自

ら

著
忙
、
古
今

の
凡
と
聖
と
、
來
往

更

に
妨
げ
無
し
、

大
徹
堂

當
機
領
旨
深
、
妙
悟
廓
禪
心
、
撲
落
盧
空
碎
、
掀
翻
大
地
沈
、
燈
籠
超

果
位
、
露
柱
證
圓
音
、

一
點
靈
光
在
、
暉
暉
耀
古
今
、

當
機

旨
を
領
す
る
こ
と
深
く
、
妙
悟

禪
心
を
廓
む
、
撲
落
と
し
て
盧

空
碎
け
、
掀
翻
し
て
大
地
沈
む
、
燈
籠

は
超
果

の
位
、
露
柱
は
證
圓
の
音
、

一
點

の
靈
光
在
り
て
、
暉
暉
と
し
て
古
今

に
耀
く
、

得
月
樓

百
尺
聳
危
臺
、
軒
窗
面
水
開
、
銀
魚
腥
不
到
、
玉
冤
影
先
來
、
初
印
波

心
靜
、
旋
移
松
頂
回
、
夜
深
觀
未
足
、
更
復
小
徘
徊
、

百
尺

危
臺
聳
え
、
軒
窗

水

に
面
し
て
開
く
、
銀
魚

腥
到
ら
ず
、
玉

冤

影
先
ず
來
る
、
初
印

波
心
靜
か
に
、
旋
移

松
頂
回
る
、
夜
深
き
も

觀
未
だ
足
ら
ず
、
更

に
復
た
小
し
く
徘
徊
す
、

逢
春
閣

東
皇
司
令
早
、
暖
律
已
潛
回
、
淑
氣
排
簷
入
、
韶
光
透
戸
來
、
草
芽
穿

土
出
、
花
蕊
向
陽
開
、
臺
樹
多
生
意
、
功
歸
造
化
魁
、

東
皇

令
を
司
る
こ
と
早
く
、
暖
律

已
に
潛
回
す
、
淑
氣

簷
を
排

し

て
入
り
、
韶
光

戸
を
透
か
し
て
來

る
、
草
芽

土
を
穿
ち
て
出
で
、
花
蕊

陽

に
向
い
て
開
く
、
臺
樹

生
意
多
し
、
功
は
造
化
の
魁
に
歸

せ
ん
、
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拈
華
堂

金
色

一
頭
陀
、
觀
機
眼
力
殊
、
旨
明
拈
起
處
、
妙
顯
破
顏
初
、
印
此
非

他
物
、
從
來
錯
認
渠
、
燈
籠
瞞
露
柱
、
百
萬
只
茫
如
、

金
色
の

一
頭
陀
、
機
を
觀
る
に
眼
力
殊
な
り
、
旨
明
ら
か
な
る
は
拈
起

す
る
處
、
妙
顯
わ
る
る
は
破
顏

の
初

、
印
ち
此
れ
他
物

に
非
ず
、
從
來

渠
を
錯
認
す
、
燈
籠

露
柱
を
瞞
き
、
百
萬
只
だ
茫
如
た
り
、

蕪
碧
池

誰
鑿
地
爲
沼
、
寒
泉
涵
泳
深
、
青
林

淨
水
面
、
翠
噫
浸
波
心
、
豎
看
山

形
側
、
横
觀
樹
影
沈
、
晩
游
成
勝
賞
、
聊
作
五
言
吟
、

誰
か
地
を
鑿
ち
て
沼
と
爲
す
、
寒
泉

涵
泳
し
て
深
し
、
青
林

は
水
面

に
淨
か
び
、
翠
蠍
は
波
心
に
浸
る
、
豎

に
看
れ
ば
山
形
側
き
、
横
に
觀
れ

ば
樹
影
沈
む
、
晩
游
し
て
勝
賞
を
成
し
、
聊
か
五
言
の
吟
を
作
す
、

華
嚴
塔

佛
現
舍
那
身
、
頓
機
人
罕
聞
、
深
窮
華
藏
海
、
廣
演
竺
乾
文
、
密
護
加

欄
楯
、
祕
函
標
相
輪
、
都
盧
高
七
級
、
千
古
鎭
乾
坤
、

佛
は
舍
那
身
を
現
わ
す
も
、
頓
機

人
罕
に
聞
く
、
深
く
窮
む

華
藏
の

海
、
廣
く
演
ぶ

竺
乾

の
文
、
密
護

欄
楯

に
加
わ
り
、
祕
函

相
輪

に
標

と
す
、
都
盧

高
き
こ
と
七
級
、
千
古

乾
坤
を
鎭
む
、

嵩
山

五
嶽
標
中
岳
、
吃
居
天
地
心
、
衡
常
如
侍
衞
、
岱
華
似
恭
欽
、
慧
日
輝

幽
谷
、
慈
風
動
少
林
、
孰
知
西
詛
意
、
昭
顯
海
東
岑
、

五
嶽

中
岳
を
標
と
し
、
屹
居
す

天
地

の
心
、
衡
常
は
侍
衞
の
如
く
、

岱
華
は
恭
欽
な
る
に
似
た
り
、
慧
日

幽
谷
に
輝
き
、
慈
風

少
林
を
動
か

す
、
孰
か
知
ら
ん

西
租

の
意
、
海
東

の
岑
に
昭
顯
す
る
を
、

玲
瓏
巖

不
假
人
穿
鑿
、
天
生
怪
状
奇
、
嵌
室
八
面
透
、
峻
峭

一
方
危
、
靈
竺
比

難
及
、
羅
浮
類
莫
齊
、
肯
容
來
宴
座
、
閑
惹
雨
華
飛
、

人

の
穿
鑿

に
假
り
ず
、
天
は
生
ず

怪
状

の
奇
な
る
を
、
嵌
空

八
面
透

り
、
峻
峭

一
方
危
し
、
靈
竺

比
及
び
難
く
、
羅
淨

類
齊

し
き
莫

し
、

肯
て
容
れ
て
宴
座
に
來
ら
し
め
、
閑
か
に

雨
華
を
惹
き
て
飛
ぽ
し
む
、

圓
逋
閣

聞
思
修
證
得
、
圓
應
十
方
通
、
耳
聽
衆
色
別
、
眼
觀
諸
響
同
、
朱
門
嚴

像
設
、
白
屋
奉
眞
容
、
此
閣
何
神
驗
、
靈
光
魯
殿
雄
、

聞
思

修
證
し
て
得
て
、
圓
應

十
方
に
通
ず
、
耳
に
衆
色

の
別
を
聽
き
、

眼
に
諸
響

の
同
じ
き
を
觀
る
、
朱
門

嚴
像
設
け
、
白
屋

眞
容
を
奉
ず
、

此

の
閣

何

の
神
驗
ぞ
、
靈
光

魯
殿
に
雄
た
り
、
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日本の禅院における中国的要素の摂取

元
徳
二
年

(
=
二
三
〇
)
二
月
、
明
極
楚
俊
は
関
東

に
到
着
す

る
と
、
北
条

高
時
に
よ

っ
て
建
長
寺

の
住
持
と
さ
れ
た
。
元
弘
元
年

(
=
三
二
一
)、
建
長

寺
を
退
く
と
、
寺
内

に
構
え
た
雲
沢
庵
に
閑
居
し
て
い
る
。
建
長
寺
十
境
を
選

定
し
、
題
詩
を
作

っ
た
の
は
恐
ら
く
こ
の
間
と
思
わ
れ
、
「東
山
十
境
」
と
な

ら
ん
で
、
十
境
の
早
期

の
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
、
乾
峰
士
曇

に
よ
る

「巨
福

　れ
　

山
十
題
次
明
極
和
尚
韻
」
が
あ
り
、
明
極

の
建
長
寺
十
境

の
韻

に
和
し
た
も

の

で
あ
る
。

さ
ら
に
五
山

の
ほ
か
、
十
刹

・
諸
山

で
も
十
境

の
選
定
が
行
わ
れ
て
お
り
、

　お
　

『扶
桑
五
山
記
』
や

『宗
派
目
子
』
な
ど

に
は
、
十
境

の
名
を
明
記
し
た
も

の

が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
十
刹
に
お
け
る
十
境

の
例
を
見
よ
う
。

越
前
弘
祥
寺

の
十
境
、
頭
陀
峰

・
連

雲
石

・
甘
露
水

・
新
豊
亭

・
逢
渠

橋

・
精
進
渓

・
安
居
渡

・
万
桑
里

・
三
曲
洲

・
深
竜
淵
。

日
向
大
慈
寺

の
十
境
、
檳
榔
塢

・
菌
菖
峰

・
衣
明
殿

・
雲
秀
渓

・
緑
池

・

潮
音
閣

・
拈
華
堂

・
烹
金
炉

・
止
々
菴

・
清
涼
軒
。

相
模
大
慶
寺

の
十
境
、
覚
華

・
□
蔭

・
富
月

・
雪
谷

・
古
鏡
池

・
白
花

橋

・
竜
尾
水

・
蛇
眠
石

・
独
木
橋

・
愈
好
軒
。

山
城
妙
光
寺

の
十
境
、
降
魔
室

・
対

神
軒

・
五
通
廟

・
大
徹
堂

・
紫
金

台

・
宝
陀
閣

・
甘
露
井

・
坐
禅
石

・
澄
霊

・
歳
寒
。

宝
林
永
昌
禅
寺

の
十
境
、
法
華
宝
塔

・
霊
神
廟

・
飛
雪
岩

・
円
通
宝
殿

・

望
江
楼

・
普
門
境

・
翡
翠
橋

・
白
幡
城

・
横
翠
嶺

・
蔵
春
塢
。

法
雲
昌
国
禅
寺

の
十
境
、
曹
源
池

・
利
生
塔

・
甘
露
泉

・
仙
遊
洞

・
補
陀

岩

・
岷
峨
山

・
濯
錦
江

・
博
奕
石

・
飜
花
岩

・
涌
金
峰
。

つ
ぎ
に
諸
山
の
十
境

の
例
を
見
よ
う
。

三
河
実
相
寺

の
十
境
、
霊
光
廟

・
三
嶋
軒

・
万
松
洞

・
西
江
水

・
垂
虹

橋

・
宿
鷺
池

・
南
陽
江

・
有
孚
井

・
無
尽
蔵

(欠

一
名
)。

土
佐
吸
江
寺

の
十
境
、
粋
適
庵

・
呑
海
亭

・
磨
甎
堂

・
見
国
嶺

・
玄
夫

島

・
潮
音
洞

・
白
鷺
洲

・
雨
華
岩

・
独
鈷
水

・
泊
船
岸
。

大
隅
正
興
寺

の
十
境
、
霊
山
浄
土

・
石
体

・
八
相
石

・
仏
跡
石

・
竹
林
精

舎

・
虚
空
会

・
白
鷺
池

・
指
月
橋

・
玲
瓏
岩

・
悟
道
井
。

薩
摩
大
願
寺

の
十
境
、
万
松
林

・
甘
露
泉

・
潜
竜
峰

・
夜

星
河

・
天
香

亭

・
落
水
橋

・
馬
立
原

・
白
虎
嶺

・
蓬
壷
洞

・
二
水
渡
。

豊
後
大
智
寺

の
十
境
、
不
二
菴

・
禅
居

・
松
月

・
大
雄
院

・
金
粟
院

・
竹

隠

・
本
立

・
自
牧

・
巣
松

・
独
芳
軒
。

丹
後
雲
門
寺

の
十
境
、
鎮
海
軒

・
撥
深
閣

・
滋
福
水

・
大
義
田

・
金
鰲

嶋

・
白
鷺
洲

・
菖
蒲
澗

・
翡
翠
岩

・
抽
筆
峰

・
出
経
岸
。

肥
前

万
寿
寺

の
十
境
、
恵
峰

・
双
澗

・
剣
閣

・
石
屏

・
青
霞
嶺

・
白
蓮

峰

・
筧
水
石

・
左
手
石

・
鳳
凰
石

・
竜
王
池
。

伊
勢
金
剛
証
寺

の
十
境
、
明
星
水

・
連
珠
水

・
住
仏
谷

・
金
池

・
呑
海

・

獅
子
岩

・
深
壷
峰

(欠
三
名
)。

以
上
、
列
挙
し
た
十
境
の
内
容
か
ら
見
る
と
、
禅
院
の
十
境

(境
致
も
同
様
)

は
大
き
く
二
種
類
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
伽
藍
を
主
と
す
る
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禅
院

の
建
築
物
と
山
川
を
主
と
す
る
禅
院
の
自
然
景
観
で
あ
る
。
前
者
に
は
山

門

・
法
堂

・
仏
殿

・
僧
堂

・
方
丈

・
衆
寮
と

い
っ
た
伽
藍
お
よ
び
亭

・
橋
な
ど

が
あ
り
、
後
者

に
は
山

・
川
な
ど
の
自
然
物

の
ほ
か
、
池

・
井
戸
な
ど

の
い
わ

ゆ
る
半
自
然
物
が
含
ま
れ
て
い
る
。

山
門
は
古
く
は
三
門
と
称
し
、
空

・
無
相

・
無
願

の
三
解
脱
門
を
象
徴
す
る

と
い
わ
れ
る
。
禅
院

の
三
門
は
、
外
門

・
中
門

・
正
門

の
三

つ
に
分
け
ら
れ
、

「
五
山
十
刹
図
」

の

「諸
山
額
集
」
に
は
外
山
門

・
中
門

・
正
門
の
別
が
あ
る
。

現
在
で
い
う
山
門
は
正
門
、
す
な
わ
ち
正
山
門

の
略

で
あ
り
、
ま
た
、
外
山
門

は
略
し
て
外
門
と
呼
ば
れ
、
禅
院

の
境
域
に
入
る
と
こ
ろ
の
門

で
あ
る
。
山
門

も
外
門
も
そ
の
多
く
に
門
額
と
い
っ
た
標
識
が
あ
り
、
境
致

に
選
ぽ
れ
た
も
の

の
ほ
と
ん
ど
が
こ
う
し
た
扁
額

の
掛
け
ら
れ
た
建
物
で
あ
る
。

た
と
え
ぽ
、
天
龍
寺

の
普
明
閣

(山
門
上
層
)
や
相
国
寺

の
円
通
閣

(山
門

上
層
)、
建
仁
寺

の
望
闕
楼

(山
門
上
層
)、

東
福
寺

の
妙
雲
閣

(山
門
上
層
)
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
他

の
五
山

の
十
境

に
は
山
門
が
見
え
な
い
も
の
の
、

　　
　

ほ
と
ん
ど
の
禅
院
で
は
山
門
が
境
致

に
選
ば

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
山
門

の
も

つ
象
徴
性
と
機
能
性

に
よ
る
も

の
と
思

わ
れ
る
。
山
門
に
入
る
こ
と
に
は
、

俗
世
を
解
脱
す
る
意
味
が
あ
る
。
ま
た
、
重
層
山
門
の
上
層

に
は
千
仏
や
五
百

羅
漢
な
ど
の
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
眺
望
が
十
境

の
重
要
な
構
成

要
素

で
あ
る
こ
と
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、

山
門
の
上
層
も
眺
望
の
た
め
に
使

わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
中
国
五
山

の
境
致

に
も
見
ら
れ
、
前
出

の
別
源
円
旨
に
よ
る

「和
雲

外
和
尚
天
童
十
境
韻
」

に
は

「登
閣
」
と
い
う
偈
頌
が
あ
り
、
千
仏
閣
に
登

っ

て
周
辺

の
景
色
を
満
喫
し
た
時
の
感
想
を
詠
ん
だ
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
建
仁

寺

の
望
闕
楼

に
つ
い
て
、
『翰
林
五
鳳
集
』
巻

一
に
瑞

宕

に
よ
る

「
望
闕
楼

　ム
　

春

眺

」

が

載

っ
て

お

り

、

望
闕
高
樓
對
帝
城
、
楯
聞
誰
昔
獨
佳
名
、
掖
花
清
柳
吟
眸
裏
、
撩
起
唐

僣
應
制
情
、

望
闕
の
高
樓

帝
城
に
對
す
、
相
聞

誰
か
昔
獨
り
佳
名
、
掖
花
清
柳

吟
眸
の
裏
、
撩
起
す

唐
僣

應
制
の
情
、

と
あ
る
。

こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
当
時
、
楼
閣
建
築
が
盛
ん
に
造
ら
れ
、
山
門

の

上
層
に
登

っ
て
景
色
を
眺
め
る
こ
と
が
流
行

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

法
堂
は
法
を
説
く
堂

の
意
で
、
禅
院
で
は
住
持
が
上
堂
な
ど
を
行
う
道
場

で

あ
る
。
宋
の
承
天
道
原
編

『景
徳
伝
灯
録
』
(景
徳
元
年
、

一
〇
〇
四
)
巻
六
に

は

「禅
門
規
定
」
が
あ

っ
て
、
百
丈
懐
海

(七
四
九
-
八

一
四
)
が
制
定
し
た

清
規

の

一
部
を
引

い
て
い
る
。
そ
の
中
に
、

不
立
佛
殿
、
唯
樹
法
堂
者
、
表
佛
租
親
受
當
代
爲
尊
也
、

佛
殿
を
立
て
ず
、
唯
だ
法
堂
を
樹

つ
る
は
、
佛
組
の
親
し
く
當
代
を
受

く
る
を
表
す
を
尊
し
と
爲
す
な
り
、
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と
あ

っ
て
、
当
時

の
禅
院

で
は
仏
殿
よ
り
も
法
堂

の
ほ
う
が
重
要
視
さ
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
中
国
五
山

の
第

一
位
に
列
せ
ら
れ
た
径
山
寺
を
例

に
す
る
と
、

『径
山
志
』
巻
十
二

「径
山
興
聖
万
寿
禅
寺
」

の
条

に

「十
七
年
、
真
歇
建
大

雄
殿
」
と
あ
り
、
真
歇
清
了
が
紹
興
十
七
年

(
二

四
七
)
に
径
山
寺

の
仏
殿

を
始
建
し
た
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
径
山
寺
創
建
以
来
、
仏
殿
が
建
立
さ
れ
ず
、

　
あ
　

百
丈
清
規

の
古
制
が
南
宋
初
期
ま
で
続

い
た

こ
と
に
な
る
。
径
山
寺
が
禅
林
に

占

め
る
位
置
か
ら
考
え
る
と
、
こ
れ
が
ほ
か
の
禅
院

に
あ
た
え
た
影
響
も
大
き

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
影
響
を
反
映
す
る
か
の
よ
う
に
、
中
国
五
山

の
例
を
見
る
と
、
い
ず
れ
も
仏
殿
を
境
致
に
入
れ
ず
、
そ
の
反
面
、
霊
隠
寺

の

直
指
堂
、
浄
慈
寺

の
宗
鏡
堂

の
よ
う
に
、
法
堂
が
二
禅
院
で
境
致

に
選
ば
れ
て

い
る
。

日
本

の
五
山
で
は
、
南
禅
寺

の
曇
華
堂

(十
境
)
や
天
龍
寺

の
法
雲
堂
、
相

国
寺

の
法
雷
堂
、
建
仁
寺

の
拈
華
堂
、
東

福
寺

の
潮
音
堂

(十
境
)、
建
長
寺

の
拈
華
堂

(十
境
)、
円
覚
寺

の
直
指
堂
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
、

建
長
寺

の
拈
華
堂
は
法
堂

の

一
層
で
、
そ
の
上
層

の
毘
盧
宝
閣
も
境
致
に
選
ば

れ
て
い
る
。
ま
た
、
「建
長
寺
指
図
」
(写
真
1
)
の
法
堂
に
も

「
二
階
、
千
仏

閣
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
建
長
寺

の
法
堂
が
重
層
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

い

っ
ぽ
う
、
「五
山
十
刹
図
」
に
は

「杭
州
径
山
寺
法
堂
様
」
と
い
う
断
面
図

が
載

っ
て
い
る
。
上
層

に

「
二
界
」
と
記
さ
れ
、
重
層

の
楼
閣
建
築

で
あ
る
こ

と
を
物
語

っ
て
い
る
。
建
長
寺

の
法
堂
は
径
山
寺
な
ど
当
時

の
中
国
の
禅
宗
建

築
を
導
入
し
た
も

の
と
推
測
さ
れ
、
ま
た
、
法
堂
が
重
層
で
あ
る
こ
と
も
法
堂

重
視

の
表
わ
れ
の

一
つ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

仏
殿

は
本
尊
を
ま

つ
る
堂

で
、
伽
藍

の
中
心
的
な
建
物
と
さ
れ
る
が
、
前
述

し
た
よ
う

に
、
古
制
が
続

い
た
禅
院

で
は
必
ず
し
も
そ
う

で
は
な
か

っ
た
。

『景
徳
伝
灯
録
』
巻
八
の

「汾
州
無
業
禅
師
」
に
、

巍
巍
佛
堂
、
其
中
無
佛
、

巍
巍
た
る
佛
堂
、
其

の
中

に
佛
無
し
、

と
あ
り
、
ま
た
明
の
円
極
居
頂
編

『続
伝
灯
録
』
巻
三
の

「
竜
潭
智
円
禅
師
」

に
、

問
、
古
殿
無
佛
時
如
何
、
師
日
、
三
門
前
合
掌
、

問
う
、
古
殿

の
佛
無
き
時
は
如
何
と
、

師
曰
く
、
三
門
の
前
に
合
掌

せ
よ
と
、

と
み
え
て
、

い
ず
れ
も
前
述

の

「不
立
仏
殿
、
唯
樹
法
堂
」
と
同
じ
く
、
仏
殿

や
仏
像
を
軽
視
す
る
点
が
共
通
し
て
い
る
。
極
端
な
例
と
し
て
、
宋

の
希
叟
紹

曇
撰

『五
家
正
宗
賛
』
(宝
祐
二
年
、

一
二
五
四
)
巻

一
に
あ
る
徳
山
宣
鑒
伝
で

は
、
徳
山
が
住
院
し
た
時
、
仏
殿
を
破
壊
し
、
法
堂

の
み
を
残
し
た
と
伝
え
て

い
る
。
こ
れ
は
中
国
五
山

の
境
致

の
選
定

に
も
如
実
に
反
映
さ
れ
て
お
り
、
境

致

の
中
に
仏
殿
が
見
あ
た
ら
ず
、
十
刹
を
含

め
て
も
中
天
竺
寺
の
摩
利
支
殿
と
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写真2霊 隠寺配置図(曹 洞宗宗宝影印本刊行会編 『五山十刹図』より)



写真3天 童寺配置図(曹 洞宗宗宝影印本刊行会編 『五山十刹図』より)



写真4万 年寺配置図(曹 洞宗宗宝影印本刊行会編 『五山十刹図』より)



国
清
寺

の
毘
盧
境

の
二
ヵ
所
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

し
か
し
、
日
本

の
五
山

の
例
を
見
る
と
、
十
境
に
選
ば
れ
た
も

の
こ
そ
少
な

い
が

(萬
寿
寺
の
大
雄
宝
殿
の
み
)、
南
禅
寺

の
金
剛
殿
を
は
じ
め
、
天
龍
寺

の

覚
皇
宝
殿
、
相
国
寺

の
覚
雄
宝
殿
、
建
仁
寺

の
三
世
如
来
殿
、
そ
れ
に
円
覚
寺

の
大
光
明
宝
殿
、
寿
福
寺

の
三
仏
殿
な
ど
、
多
く
が
境
致
に
選
ぼ
れ
て
い
る
。

禅
院
の
伽
藍
が
日
本
に
導
入
さ
れ
た
時
代
は
中
国

の
南
宋
後
期
に
あ
た
る
。
先

に
挙
げ
た
径
山
寺

の
大
雄
殿
、
中
天
竺
寺

の
摩
利
支
殿
は
い
ず
れ
も
南
宋
初
め

に
建
て
ら
れ
た
も

の
と
見
ら
れ
、
南
宋
初
期
以
降
、
中
国
の
禅
院

で
は
、
仏
殿

を
中
心
伽
藍
と
し
て
建
立
し
た
り
、
復
活
さ
せ
た
り
す
る
よ
う
に
な

っ
た
も

の

と
思
わ
れ
る
。
日
本
禅
院

の
祖
形
と
い
わ
れ

る

「五
山
十
刹
図
」

に
は
天
童

寺

・
霊
隠
寺

・
万
年
寺

の
配
置
図

(写
真
2
、
3
、
4
)
が
あ

り
、
す
べ
て
仏

殿
が
中
心
部
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
が
導
入
し
た
禅
院

の
伽

藍
配
置
は
南
宋
以
降

の
も
の
と
推
測
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

山
門

・
法
堂

・
仏
殿
の
ほ
か
に
、
僧
堂

・
方
丈

・
衆
寮

・
寮
舎

・
塔
お
よ
び

鎮
守
堂
な
ど
も
境
致
あ
る
い
は
十
境
に
選
ば

れ
て
い
る
。
と
く
に
方
丈
と
そ
の

周
辺
が
何

ヵ
所
も
境
致
に
選
ぼ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目

に
値
す
る
。

方
丈
は
住
持

の
居
所
で
あ
り
、
ま
た
禅
僧
を
集
め
て
坐
禅

・
教
化

に
あ
た
る

大
道
場

で
も
あ
る
。
「五
山
十
刹
図
」
で
は
、
天
童
寺

・
霊
隠
寺

.
万
年
寺

の

方
丈
が

い
ず
れ
も
法
堂

の
背
後
に
位
置
し
、
霊
隠
寺

で
は
前
方
丈

.
方
丈

.
坐

禅
室
、
天
童
寺
で
は
寂
光
堂

・
大
光
明
蔵

・
方
丈
、
万
年
寺
で
は
大
舎
堂

.
楞

伽
室
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
図
の

「諸
山
額
集
」
に
よ
る
と
、
寂
光
堂

.

大
光
明
蔵

は
天
童
寺

の
前
方
丈

の
額
銘
、
大
舎
堂
は
万
年
寺

の
前
方
丈
、
楞
伽

室
は
同
寺

の
内
方
丈

の
額
銘
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
当
時

の
禅
院
に
は
前
方

丈
と
内
方
丈
が
存
在
し
、
前
方
丈
は
公
的
な
場
所
で
坐
禅

・
教
化
を
行
う
道
場

で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
内
方
丈

は
私
的
な
居
室

で
住
持
が
居
住

・
休
息
す
る

　お
　

場
所

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
中
国
五
山

の
例

で
見
る
と
、
径
山
寺
で
は
、
前

方
丈

の
不
動
軒
、
内
方
丈
と
思
わ
れ
る
竜
淵
室
、
そ
れ
に
不
動
岩
も
入
れ
て
、

方
丈

お
よ
び
そ
の
周
辺
が
三
つ
も
境
致
に
選
ぼ
れ
て
い
る
。

い
っ
ぽ
う
、
日
本
の
五
山

で
は
、
最
も
典
型
な

の
が
建
長
寺
の
方
丈
お
よ
び

そ
の
周
辺
に
お
け
る
境
致

の
選
定
で
あ
る
。
『扶
桑
五
山
記
』
三

に
は
、
得
月

楼

・
逢
春
閣

・
竜
王
殿

・
玄
関

・
薫
碧
池

・
聴
松
軒

・
対
神
閣

の
七

つ
が
挙
げ

ら
れ
て
お
り
、
「建
長
寺
指
図
」
と
あ
わ
せ
て
見
る
と
、
「礼
間
」

の
背
後
に

「玄
関

・
大
客
殿

・
得
月
楼
」
が
あ
り
、
そ
の
後
ろ
に
池
、
蕪
碧
池
が
描

か
れ

　が
　

て
い
る
。
大
客
殿
を
前
方
丈
、
竜
王
殿

・
得
月
楼

・
逢
春
閣
を
内
方
丈
と
す
る

な
ら
、
前
方
丈
と
内
方
丈
が
建
長
寺

に
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
得
月
楼

・

逢
春
閣

・
蕪
碧
池
は
建
長
寺
十
境

に
も
選
ば
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
、
南
禅
寺

の

毘
盧
頂
上

(上
層
)、
天
龍
寺

の
集
瑞
軒

(書
院
)、
円
覚
寺

の
平
等
軒
、
寿
福

寺

の
扶
桑
興
禅
之
閣
な
ど
が
境
致

に
、
建
仁
寺

の
慈
視
閣
が
十
境
に
選
ば
れ
て

い
る
。
方
丈
お
よ
び
そ
の
周
辺
が
多
く
境
致

に
選
ぼ
れ
た
こ
と
に
は
二

つ
の
原

因
が
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
は
方
丈
が
住
持

の
居
室
で
、
日
常
生
活

の
場
と
し
て

の
性
格
を
も

っ
て
い
る
た
め
、
環
境
美
化
な
ど
の
点
か
ら
建
物
や
山
石
、
池
な

ど
を
境
致

に
選
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
も
う

一
つ
は
坐
禅

・
教
化

の
道
場
と
し
て
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時
に
は
法
堂

の
役
割

(た
と
え
ば
、
前
出
の
径
山
寺
の
不
動
軒
)
も
兼
ね
て
い
た

こ
と
で
あ
る
。
方
丈
も
山
門
や
法
堂
と
同

じ
よ
う
に
、
そ
の
多
く
が
重
層

の
楼

閣
建
築

で
あ

っ
た
。

こ
れ
は
当
時

の
禅
院

で
は
楼
閣
建
築
が
盛
ん
に
造
ら
れ
た

こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
ま
た
、
方
丈
上
層
も
眺
望

の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
た
。

『蔭
凉
軒
日
録
』
長
禄
二
年

(
一
四
五
八
)

二
月
廿
九
日
の
条
に
は
、

　お
　

建
仁
寺
御
成
、
…
…
上
于
慈
視
閣
東
山
御

一
覧
、

建
仁
寺
御
成
り
、
…
…
慈
視
閣
に
上

り
て
東
山
御

一
覧
、

と
あ
り
、
足
利
義
政
が
建
仁
寺
を
訪
れ
た
時
、
慈
視
閣

に
登

っ
て
東
山

の
景
観

を
眺
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。

鎮
守
は
護
伽
藍
神
を
祀
る
堂

で
あ
り
、
中
国
五
山
に
は
当
然
そ
の
例
が
見
え

な
い
。
日
本

の
五
山
で
も
、
鎌
倉
五
山

に
は
そ
れ
が
境
致
に
選
ば
れ
た
例
が
な

い
。
い
っ
ぽ
う
、
京
五
山
で
は
す
べ
て
鎮
守
が
境
致
あ
る
い
は
十
境

に
選
ば
れ

て
お
り
、
た
と
え
ぽ
、
南
禅
寺

の
綾
戸
廟

や
天
龍
寺

の
霊
庇
廟
、
相
国
寺
の
護

国
廟
、
建
仁
寺

の
楽
神
廟
、
東
福
寺

の
五
社
宮
、
萬
寿
寺
の
三
山
神
祠
が
挙
げ

ら
れ
る
。
境
致
あ
る
い
は
十
境
の
選
定

に
あ
た
っ
て
、
鎌
倉
五
山
は
中
国
五
山

の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
。
た
と
え
ば

、
建
長
寺
開
山
の
蘭
渓
道
隆
や
円
覚

寺
開
山

の
無
学
祖
元

(在
日

一
二
七
九
～
八
六
)
は
元
来
中
国
の
禅
僧

で
あ
り
、

建
長
寺
十
境
を
選
定
し
た
の
も
渡
来
僧

の
明
極
楚
俊

で
あ

っ
た
。

こ
れ

に
対
し
て
、
京
五
山
で
は
境
致
あ

る
い
は
十
境
の
選
定

に
日
本
的
要
素

が
入

っ
て
お
り
、
鎮
守
は
そ
の
曲
ハ型
的
な
例
で
あ
る
。
鎮
守

の
祭
神
に
つ
い
て

　　
　

見
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
日
本
あ
る
い
は
土
地

の
神
々
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

た
と
え
ば
、
南
禅
寺
は
綾
戸
神
、
天
龍
寺

・
相
国
寺

は
八
幡
神
、
建
仁
寺
は
楽

御
前
神
、
そ
し
て
東
福
寺

で
は
八
幡

・
春
日

・
稲
荷

・
賀
茂

・
山
王
の
諸
神
を

祀

っ
て
い
る
。
禅
院

に
鎮
守
堂
を
設
け
、
伽
藍
鎮
護
を
祈
る
こ
と
は
神
仏
混
淆

と

い
う
奈
良
時
代
か
ら
の
伝
統
を
受
け
継
い
だ
も
の
と
見
ら
れ
、
境
致
に
選
ば

れ
た
の
も
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

禅
院

の
伽
藍

の
ほ
か
に
、
境
致

に
数
多
く
見
ら
れ
る
の
が
亭

・
橋
で
あ
る
。

ま
ず
亭

の
こ
と
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
中
国
五
山

で
は
、
五
禅
院
の
う
ち
、
浄

慈
寺
を
除
く
と
、
少
な
く
と
も

一
寺

に

一
つ
の
亭
が
境
致
に
選
ぼ
れ
て
お
り
、

天
童
寺

の
翠
鎖
亭
は
同
寺
の
十
境

に
も
入

っ
て
い
る
。
禅
院

の
立
地
か
ら
、
亭

の
ほ
と
ん
ど
が
山
頂
や
水
際
あ
る
い
は
水
中

に
建

て
ら
れ
て
い
た
。
山
頂

に
設

け
ら
れ
た
亭
と
し
て
は
、
径
山
寺

の
含
暉
亭

・
流
止
亭
、
阿
育
王
寺

の
玉
几
亭

が
あ

り
、
水
際
あ

る
い
は
水
中

の
亭

と
し

て
は
、
霊
隠

寺

の
冷
泉

亭

(水

中
)
・
壑
雷
亭

(澗
上
)、
天
童
寺

の
宿
鷺
亭

(池
上
)
が
あ
り
、
こ
れ
は

「五

山
十
刹
図
」

の
霊
隠
寺

・
天
童
寺

の
配
置
図

に
は
っ
き
り
と
示
さ
れ

て
い
る
。

亭

の
役
目
は
眺
望
が
主
で
あ
り
、
こ
れ
は
亭

に
関
す
る
数
多
く
の
詩
文

に
よ
っ

て
立
証
さ
れ
る
。
ま
た
、
禅
僧

に
よ
る
眺
望
行
為
に
は
俗
世
を
解
脱
す
る
意
囃

も
含
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
同
じ
建
築
物

で
も
、
禅
院

の
伽
藍
に
較

べ
る
と
、

亭
は
文
学
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
そ

の
構
成
要
素

の
一
種
と
し
て
禅
院
空
間

を
豊

か
に
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

41



日
本

の
五
山
で
も
、
亭
が
境
致
あ
る
い
は
十
境
に
選
ば
れ
て
は
い
る
が
、
そ

の
数
は
中
国
五
山
に
較
べ
る
と
少
な

い
。

こ
れ
は
禅
院

の
立
地
条
件

に
関
係
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ぽ
、
南
禅
寺

の
鎖
春
亭

・
愈
好
亭
や
天
龍
寺
の

竜
門
亭
は
築
山
や
丘
の
上
に
設
け
ら
れ
、
浄
智
寺
の
妙
高
亭
は
山
頂

に
建

て
ら

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
寺
域

の
周
辺
に
山

な
ど
の
比
較
的
高
い
場
所
が
あ
る

か
ど
う
か
が
、
亭
の
建
設
ひ
い
て
は
境
致

へ
の
選
定
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ

し

て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
境
致
と
し
て

の
名

は
見
え
な
い
が
、
関
東
十
刹
第

一
の
瑞
泉
寺
に
偏
界

一
覧
亭
が
あ
り
、
こ
れ
は
夢
窓
疎
石
が
瑞
泉
寺
を
開

い
た

翌
年

の
嘉
暦
三
年

(
一
三
二
八
)、
錦
屏
山

の
山
頂

に
設
け
ら
れ
た
も

の
で
あ

　む
　

ろ
う
。
夢
窓
疎
石
は

「偏
界

一
覧
」
の
偈
を
題
し
、
明
極
楚
俊
や
清
拙
正
澄
な

ど

の
渡
来
僧
も
ま
た
詩
を
賦
し
て
い
る
。

橋
も
禅
院

の
境
致
あ
る
い
は
十
境
に
選
ぼ

れ
て
い
る
。
日
本
の
五
山

で
は
、

南
禅
寺

の
合
澗
橋
、
天
龍
寺

の
度
月
橋

(十
境
)、
相
国
寺

の
天
界
橋

(十
境
)、

建
仁
寺

の
第
五
橋

(十
境
)、
東
福
寺

の
通

天
橋

(十
境
)
・
二
老
橋

・
臥
雲

橋

・
三
笑
橋
、
そ
し
て
建
長
寺

の
天
津
橋

・
截
流
橋
、
円
覚
寺
の
偃
松
橋
な
ど

が
境
致
に
選
ぼ
れ
て
い
る
。

寺
域
内
の
も

の
だ
け
で
な
く
、
寺
域
外

の
橋
も
借
景
と
し
て
禅
院

の
境
致
あ

る
い
は
十
境
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
中
国
五
山
に
そ

の
先
例
が
見

ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
浄
慈
寺

の
境
致
に
は
六
橋
、
す
な
わ
ち
、
映
波
橋

・
鎖

瀾
橋

・
望
山
橋

・
圧
堤
橋

・
東
浦
橋

・
跨
虹
橋
が
選
ば
れ
て
お
り
、
広
大
な
西

湖
と
と
も
に
、
同
寺
の
借
景
と
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
度
月
橋
や
第
五
橋
も

借
景
と
し
て
天
龍
寺
や
建
仁
寺

の
境
致
に
選
ば
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、

橋

の
様
式
と
し
て
、
亭

・
橋
が
合
体

し
た
、

い
わ
ゆ
る
亭
橋

(廊
橋
と
も
称
す
)

が
当
時
流
行

っ
て
お
り
、
東
福
寺

の
通
天
橋
や
建
長
寺
の
天
津
橋
が
こ
う
し
た

亭
橋
だ

っ
た
ろ
う
。

山
や
川
が
禅
院
全
体

の
境
致
、
あ
る
い
は
十
境
に
占
め
る
比
率

は
高

い
。
中

国
五
山

の
径
山
寺
を
例

に
と
る
と
、
寺

の
主
山

で
あ
る
凌
霄
峰

の
ほ
か
、
五
峰

(鉢
盂
峰

・
鵬
搏
峰

・
宴
坐
峰

・
大
人
峰

・
朝
陽
峰
)
や
七
峰

の

一
つ
で
あ
る
御
愛

峰
と
、
あ
わ
せ
て
七

つ
の
峰
が
選
定
さ
れ
、
こ
の
寺
の
境
致

の
三
分
の
二
を
占

め
て
い
る
。
中
国
五
山
は
す
べ
て
山
を
控
え
た
山
岳
寺
院
あ
る
い
は
山
麓
寺
院

で
、
山
が
境
致
に
選
ぼ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
禅
院

の
立
地
お
よ
び
周
辺

の
環
境

に
よ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

日
本

の
五
山
で
は
、
鎌
倉
五
山
、
と
く
に
建
長
寺

・
円
覚
寺

の
場
合
に
は
、

禅
院

の
立
地
か
ら
伽
藍

の
配
置
や
諸
堂

の
形
式

に
至
る
ま
で
、

い
ず
れ
も
南
宋

の
禅
院
を
模
範
に
し
て
い
る
た
め
、
境
致
の
選
定

に
も
中
国
五
山
の
影
響
を
強

く
受
け

て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
中

で
も
、
浄
智
寺

で
は
、
天
柱

峰

・
回
鸞
峰

・
鵬
搏
峰

・
鳳
栖
嶺
と
四

つ
も
境
致

に
選
ば
れ
て
い
る
の
が
よ
い

例
で
あ
る
。
京
五
山
で
も
、
境
致

の
選
定
に
あ
た

っ
て
、
山
を
非
常
に
重
視
し

て
い
た
。
南
禅
寺

の
十
境
に
選
ぽ
れ
て
い
る
独
秀
峰
は
、
元
来
、
隣
の
岩
蔵
寺

　ぬ
　

の
も

の
で
あ

っ
た
が
、

こ
れ
を
買

い
入
れ
寺

の
主
山
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

嵐
山

の

一
峰

で
あ
る
拈
華
峰
は
、
大
井
川
を
隔

て
て
天
龍
寺

の
南

に
位
置
し
て

い
る
が
、
同
寺
の
十
境

の

一
つ
に
も
な

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
清
水
山
は
建
仁
寺

42



日本の禅院における中国的要素の摂取

か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
借
景
と
し
て
同
寺

の
境
致
、
し
か

も
十
境

に
選
ぼ
れ
て
い
る
。

い

っ
ぽ
う
、
山
と
深
い
関
係
を
も

つ
も

の
に
岩

(石
)
や
洞
窟
が
あ
り
、
中

国
五
山
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
五
山
で
も

こ
れ
が
境
致
あ
る
い
は
十
境
と
し
て

選
ぼ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
南
禅
寺
の
帰
雲
洞
、
天
龍
寺

の
万
松
洞
、
建
長

寺
の
玲
瓏
岩
が
そ
れ
ぞ
れ
の
寺

の
十
境
に
選
ば
れ
て
お
り
、
そ
の
他

の
岩
や
洞

窟
も
十
境

に
選
ば
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
そ
の
多
く
が
境
致

に
入

っ
て
い
る
。

境
致
に
山
を
多
く
選
定
し
た
禅
院

で
は
、
岩
あ
る
い
は
洞
窟
も
選
ば
れ
る
傾
向

が
あ
る
。
も
し
山
を
借
景
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
岩
や
洞
窟
は

一
種

の
点
景
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

川
や
渓
流
も
山

・
岩

・
洞
窟
と
同
じ
く
、
禅
院

の
境
致
選
定

に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
。
中
国
五
山
で
は
、
浄
慈
寺

の
場
合
、
広
大
な
西
湖
が
境
致

と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
の
五
山

の
例

で
は
、
天
龍
寺

の
絶
唱
渓

(十
境
)
す
な
わ
ち
大
井
川
、
建
仁
寺

の
鴨

川
水

(十
境
)、
相
国
寺

の
竜
淵
水

(十
境
)、
東
福
寺
の
洗
玉
澗

(十
境
)
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

川
や
渓
流
の
ほ
か
に
、
池

・
井
戸

・
泉
な
ど
も
禅
院
の
境
致

に
多
く
見
ら
れ
、

こ
れ
は
中
国
五
山
も
日
本
の
五
山
も
同
様

で
あ

っ
た
。
天
童
寺

の
万
工
池
、
南

禅
寺

の
豢
竜
池

(十
境
)、
相
国
寺

の
功
徳
池

(十
境
)、
東
福
寺

の
思

遠
池

(十
境
)、
円
覚
寺
の
白
鷺
池
な
ど
が
そ
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
日
本

の
五
山
で
は
、
天
龍
寺

の
曹
源
池

(十
境
、
方
丈
)、
建
長
寺

の
蕪
碧

池

(十
境
、
方
丈
)、
円
覚
寺

の
妙

香
池

(塔
頭
)
な
ど
、
禅
院

の
方

丈

・
塔
頭

に
池
な
ど
が
境
致
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
中
国
五
山

に

見
ら
れ
な
い
現
象
で
、
方
丈
の
住
宅
化
や
塔
頭

の
日
本

に
お
け
る
独
自
の
発
達

　　
　

に
関
係
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
樹
木
、
と
く
に
松
を
中
心
に
見
て
み
た
い
。
中
国
五
山

で
は
、
霊
隠

寺

の
九
里
松
径
、
天
童
寺

の
門
外
二
十
里
松
径
が
境
致

に
選
ば
れ
て
い
る
。
境

致
に
は
見
え
な
い
が
、
径
山
寺
に
も
松
径
が
あ

っ
た
。
十
刹
で
は
、
霊
谷
寺
で

五
里
松
、
国
清
寺
で
十
里
門
松
が
境
致

に
選
定
さ
れ
て
い
る
。
同
様

の
事
例
は

日
本

の
五
山

で
も
見
ら
れ
、
萬
寿
寺

の
千
松
夾
径
は
恐
ら
く
千
本

の
松
を
植
え

た
参
道
が
存
在

し
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
境
内
や
山
門

の

　ぬ
　

前
、
塔
頭

の
門
前

に
も
松
な
ど

の
植
樹
が
行
わ
れ

て
い
た
。
「建
長
寺
指
図
」

で
は
、
山
門
と
仏
殿
と
の
間
に
柏
樹
と
思
わ
れ
る
樹
木
が
植
え
ら
れ
て
い
る
の

が
見
え
る
。
松
な
ど

の
樹
木
を
山
門

の
境
致
と
す
る
の
は
恐
ら
く
臨
済
慧
照

(P
～
八
六
七
)
に
始
ま
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
語
録

『臨
済
録
』
行
録
に
、

師
栽
松
次
、
黄
檗
問
、
深
山
裏
栽
許
多
作
什
麼
。
師
云
、

一
與
山
門
作

境
致
、

二
與
後
人
作
標
榜
。
道
了
、
將
钁
頭
打
地
三
穐
。

師
、
松
を
栽
う
る
次
で
、
黄
檗
問
う
、
深
山
裏

に
許
多
を
栽
え
て
什
麼

か
作
ん
。
師
云
く
、

一
に
は
、
山
門
の
與
に
境
致
と
作
し
、
二
に
は
、
後

人

の
與

に
標
榜
と
作
さ
ん
、
と
道

い
了

っ
て
、
钁
頭
を
將

っ
て
地
を
打

つ

こ
と
三
下
す
。
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と
見
え
る
こ
と
か
ら
、
松
は
禅
院
境
致

の
先
駆
け
と
な

っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
日
本

の
禅
院

の
十
境
選
定

に
つ
い
て
、
寛
正
年
問

(
一
四
六
〇
～
六

六
)、
京
五
山
第
五
の
萬
寿
寺
に
住
し
た
天
佑
梵
蝦
が
同
五
年

(
一
四
六
四
)
に

撰
し
た

『京
城
萬
寿
禅
寺
記
』
で
、

つ
ぎ

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

…
寶
徳
三
年
壬
申
、
余
與
住
持
月
谷
諸
老
宿
相
謂
日
、
大
小
名
刹
、
大

牛
有
十
境
之
名
、
未
必
天
造
地
設
、
萬
壽
境
中
新
撰
十
名
則
可
矣
哉
、
印

往
前
住
天
下
大
老
東
福
景
南
和
術
、
請
撰
其
名
、
和
倚

一
々
撰
之
、
日
十

地
超
關
、
大
雄
寶
殿
、
新
花
更
雨
、
枯
木
回
春
、
東
軒
、
南
院
、
琴
臺
、

鏡
沼
、
三
山
神
祠
、
千
松
客
逕
、
乃
結
十
境
以
四
韻

一
偈
、
日
、
東
軒
虚

豁
包
南
院
、
海
上
三
山
當
處
開
、
夜

月
無
心
臨
鏡
沼
、
暮
雲
有
意
傍
琴

臺
、
新
華
雨
途
室
談
散
、
枯
木
春
從
冷
坐
回
、
親
禮
大
雄
超
十
地
、
千
松

夾
逕
接
方
來
、
寶
徳
壬
申
孟
秋
日
、
前
住
當
山
景
南
英
文
、
八
十
八
歳
、

謹
書
、
蓋
大
雄
寶
殿
、
南
院
、
琴
臺
者
、
不
改
舊
名
也
、
鹿
苑
竺
雲
大
和

倚
跋
十
境
偈
日
、
寺
必
當
有
十
境
耶
、
十
地
寶
覺
、
篳
路
藍
縷
之
始
、
弘

安
辛
巳
以
來
、
百
七
十
餘
歳
之
間
住
持
者
幾
人
、
寓
居
者
幾
人
、
胡
爲
缺

焉
不
爲
之
哉
、
不
當
必
有
十
境
耶
、
仍
舊
貫
、
如
之
何
、
何
必
改
作
今

也
、
夫
十
者
非
自
天
而
降
、
亦
非
從
地
而
涌
、
蓋
出
當
人
之
胸
次
、
而
竦

一
世
之
耳
目
、
響
者
晁
夕
于
茲
者
、
如
唯
識
其
面
、
而
未
知
其
名
、
而
見

其
面
、
則
靄
然
眉
目
、
驩
爾
心
胸
、

頽
壁
毀
垣
、
古
松
老
柏
、
精
氣

一

　あ
　

新
、
是
所
謂
世
必
有
非
常
之
人
、
而
後
有
非
常
之
事
也
、
…
…

…
…
寶
徳
三
年
壬
申
、
余

佳
持
月
谷
諸
老
宿
と
相
謂

い
て
曰
く
、
大
小

の
名
刹
、
大
牛
は
十
境

の
名
有
る
も
、
未
だ
必
ず
し
も
天
造
地
設
な
ら
ず
、

萬
壽

の
境
中
に
新
た
に
十
名
を
撰
ば
ば
則
ち
可
な
ら
ん
か
と
、
即
ち
前
住

天
下

の
大
老

東
福
景
南
和
尚
に
往
き
て
、
其

の
名
を
撰
ぽ
ん
こ
と
を
請

う
、
和
尚

一
々
之
を
撰
ぶ
、
曰
く
、
十
地
超
關
、
大
雄
寶
殿
、
新
花
更

雨
、
枯
木
回
春
、
東
軒
、
南
院
、
琴
臺
、
鏡
沼
、
三
山
神
祠
、
千
松
客
逕

と
、
乃
ち
十
境
を
結
ぶ
に
四
韻

の
一
偈
を
以
て
す
、
曰
く
、
東
軒

は
虚
豁

に
し
て
南
院
を
包
み
、
海
上
の
三
山
は
處
に
當
り
て
開
く
、
夜
月
は
無
心

に
し
て
鏡
沼
に
臨
み
、
暮
雲
は
意
有
り
て
琴
臺
に
傍
う
、
新
華

の
雨
は
空

談
を
途
げ

て
散
じ
、
枯
木
の
春
は
冷
坐
に
從
り
て
回
る
、
親
し
く
大
雄
を

禮
す
る
は
十
地
を
超
え
、
千
松
は
逕
を
夾
み
て
方
來
に
接
す
、
寶
徳
壬
申

孟
秋

の
日
、
前
に
當
山
に
住
す
景
南
英
文
、
八
十
八
歳
、
謹
ん
で
書
す
と
、

蓋
し
大
雄
寶
殿
、
南
院
、
琴
臺
な
る
者
は
、
舊
名
を
改
め
ざ
る
な
り
、
鹿

苑
竺
雲
大
和
街

十
境
の
偈
に
跋
し
て
曰
く
、
寺

に
は
必
ず
當

に
十
境
有

る
べ
き
か
、
十
地
寶
覺
は
、
篳
路
藍
縷
の
始
な
り
、
弘
安
辛
巳
以
來
、
百

七
十
餘
歳

の
問
に
住
持
す
る
者
幾
人
ぞ
、
寓
居
す
る
者
幾
人
ぞ
、
胡
爲
れ

ぞ
缺
焉
と
し
て
之
を
爲
さ
ざ
る
か
、
當
に
必
ず
し
も
十
境
有

る
べ
か
ら
ざ

る
や
、
舊
貫
に
仍
ら
ぽ
、
如
何
、
何
ぞ
必
ず
し
も
改
め
て
今
と
作
さ
ん
や
、

夫
れ
十
な
る
者
は
天
自
り
し
て
降

る
に
非
ず
、
亦
た
地
從
り
し
て
涌
く
に

非
ず
、
蓋
し
當
人
の
胸
次
に
出

で
て
、

一
世

の
耳
目
を
竦

つ
、
響
に
茲

に

晁
夕
す
る
者
、
唯
だ
其
の
面
を
識
り
て
、
未
だ
其
の
名
を
知
ら
ざ
る
が
如

44



日本の禅院における中国的要素の摂取

し
、
而
も
其

の
面
を
見
れ
ぽ
、
則
ち
靄
然
た
る
眉
目
、
爾

の
心
胸
を
驩
ぽ

し
め
、
頽
壁
毀
垣
、
古
松
老
柏
、
精
氣

一
新
せ
ん
、
是
れ
所
謂

世
に
必

ず
非
常

の
人
有
り
て
、
而
る
後

に
非

常
の
事
有

る
な
り
、
…
…

以
上

の
一
節
は
、
萬
寿
寺
十
境

の
選
定

の
経
緯
を
述

べ
る
と
同
時
に
、
日
本

の
禅
院

の
十
境
選
定

に
関
す
る
い
く

つ
か

の
重
要
な
事
柄
に
も
触
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
「大
小
名
刹
、
大
半
有
十
境
之
名
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
見
て
き
た
よ
う
に
、
五
山

・
十
刹

・
諸
山
で
は
、
等
級
の
別
な
く
十
境
が
選

ば
れ
て
い
る
。
ま
た
、
五
山
の
よ
う
な
大
禅
院

で
は
、
十
境

の
ほ
か
に
も
、
境

致
と
し
て
数
多
く

の
も
の
が
選
定
さ
れ
て
い
る
。

で
は
、
こ
れ
ら
十
境
と
境
致

と
は
ど

の
よ
う
な
関
係

に
あ

っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
ふ
つ
う
、
十
境
と
は
境
致

の
内
か
ら
重
要
な
も

の
を
選
ん
だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
そ
う

で
は
な
い
。
む
し
ろ
十
境
を
も
と
に
し
て
、
ほ
か
の
も

の
が
加
え
ら
れ
、
禅
院

の
境
致
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
五
山
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
十
刹

・
諸
山
の
よ
う
に
比
較
的
規
模
が
小
さ
く
、
境
致

の
記
載
が

な

い
禅
院
で
も
、
十
境
の
選
定
は
行
わ
れ

て
い
た
。
建
長
寺
を
は
じ
め
建
仁
寺

や
天
龍
寺

・
相
国
寺

・
萬
寿
寺

の
十
境
を
、
『扶
桑
五
山
記
』

に
あ

る
、
そ
れ

ぞ
れ
の
禅
院

の
境
致
と
較
べ
あ
わ
せ
て
見

る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
禅
院
で
十
境
が

境
致

の
上
位
十
位
ま
で
を
占
め
る
。
そ

の
う
ち
、
建
仁
寺
や
相
国
寺

の
場
合

は
、

十
境
と
境
致

の
十
位
ま
で
が
順
位
も
ま

っ
た
く
同
じ
も

の
と
な

っ
て
い
る
。
十

刹

・
諸
山
に
十
境
が
多
数
見
ら
れ
る
の
も
、
同
様

の
発
想

に
も
と
つ
く
も
の
で

あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
十
境
は
禅
院
の
境
致

に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な

っ
て
い

　り
　

る
の
で
あ
る
。

次

に
、
十
境

の
選
定

の
日
本

の
禅
院

へ
の
導
入
と
普
及

で
あ
る
。
そ
の
初
期

の
頃

に
は
、
中
国
か
ら

の
渡
来
僧
や
入
元
僧
が
果
た
し
た
役
割
が
大
き
か

っ
た
。

建
長
寺
十
境
を
選
定
し
た
明
極
楚
俊
や
、
建
仁
寺
十
境
を
選
定
し
た
清
拙
正
澄

は
い
ず

れ
も
来
日
し
た
高
僧

で
あ

っ
た
。
明
極
楚
俊

は
元
徳
元
年

(
一
三
二

九
)、
竺
仙
梵
僊
な
ど

に
伴
わ
れ
て
来
日
し
、
翌
年
京
都

に
到
着
、
同
年
関
東

に
下
る
と
、
北
条
高
時
に
よ

っ
て
建
長
寺

の
住
持
と
さ
れ
た
。
元
弘
元
年

(
一

三
三

一
)、
建
長
寺
を
退
き
、
寺
内

に
構
え
た
雲
沢
庵

に
閑
居
し
た
後
、
元
弘

三
年

(
一
三
三
三
)、
後
醍
醐
天
皇

の
招
き
を
受
け
て
、
南
禅
寺
第
十
三
世

の

住
持
に
就
任
し
た
。
翌
年
夢
窓
疎
石
に
位
を
ゆ
ず
り
、
建
仁
寺
第
二
十
四
世

の

住
持

に
遷
住
し
、
建
武

三
年

(
=
三
二
六
)
示
寂

し
た
。
『語
録
』
六
巻
が
あ

り
、
『明
極
楚
俊
遺
稿
』
は
、
『明
極
和
尚
語
録
』

の
う
ち
住
山
録
や
仏
事
法
語

を
除

い
た
も
の
で
、
「題
建
長
寺
十
境
」
が
収

め
ら
れ
て
い
る
。

清
拙
正
澄
は
泰
定
三
年

(
一
三
二
六
)
来
日
し
、
翌
年
北
条
高
時

の
招
き
を

受
け
、
建
長
寺
第

二
十

一
世

の
住
持
と
な
る
と
、
霊
隠
寺

の
制

に
倣

い
、
清

流

・
指
臨

・
茘
香

・
宗
蒲

・
起
汾

・
冽
泉

・
景
揚

・
思
恭

・
畊
道

・
用
則

の
十

寮
を
建

て
た
。
こ
れ
ら
は
そ
の
後

い
ず
れ
も
建
長
寺

の
境
致
に
選
ば
れ
て
い
る
。

元
徳
元
年

(
=
三

一九
)
浄
智
寺

に
、
翌
年
円
覚
寺
第
十
六
世

の
住
持

に
遷
住

し
た
。
元
弘
三
年

(
=
二
三
三
)、
後
醍
醐
天
皇

の
勅

に
よ
り
、
上
京

し
て
建

仁
寺
第
二
十
三
世

の
住
持
に
就
任
し
た
。
建
武
三
年

(
=
三
二
六
)、
南
禅
寺
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第
十
四
世

の
住
持

に
遷
任
し
、
暦
応
元
年

(
一
三
三
八
)
退
院
し
た
後
、
翌
年

示
寂
し
た
。
『語
録
』
二
巻
、
詩
文
集

『禅

居
集
」
二
巻
お
よ
び

『大
鑒
清
規
』

一
巻
が
あ
り
、
「東
山
十
境
」
が

『禅
居
集

』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
入
元
僧

の
う
ち
で
は
、
弘
祥
寺
十
境
を
選
定
し
た
別
源
円
旨
や
、
宝

林
永
昌
禅
寺
十
境

・
法
雲
昌
国
禅
寺
十
境
を
選
定
し
た
雪
村
友
梅
な
ど
が
そ
の

代
表

で
あ
る
。
別
源
円
旨
は
元
応
二
年

(
一
三
二
〇
)
二
十
七
歳

で
入
元
し
、

金
陵

の
鳳
台
山
保
寧
寺

で
古
林
清
茂

に
参
謁

し
偈
頌
を
学
ん
だ
。
そ
の
後
、
天

童
山

の
雲
外
雲
岫
や
天
目
山
の
中
峰
明
本
な
ど

の
高
僧
に
歴
参
し
、
雲
外
や
古

林
の
会
下
で
侍
者

・
蔵
主
な
ど

の
職
を

つ
と

め
た
。
十

一
年
も
在
元
し
た
後
、

元
徳

二
年

(
=
二
三
〇
)
に
帰
国
し
て
い
る
。
「和
雲
外
和
尚
天
童
十
境
韻
」

を
収
め
た

『南
遊
集
』
は
在
元
時

の
詩
偈
集

で
、
雲
外
雲
岫
が
序
を
寄
せ
、
そ

の
偈
頌
を

「句
意
不
凡
」
と
た
た
え
た
。
帰
国
後
、
康
永
元
年

(
一
三
四
二
)、

越
前

の
朝
倉
広
景
の
招
き
に
よ
り
弘
祥
寺
開
山
に
迎
え
ら
れ
た
。
同
寺
の
十
境

は
別
源
円
旨
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

雪
村
友
梅

は
幼
い
頃
、
渡
来
高
僧

の

一
山

一
寧

の
侍
童
と
な
り
、
友
梅

の
名

も

一
山
が

つ
け
た
と
い
う
。
徳
治
二
年

(
=
二
〇
七
)
か
ら
元
徳
元
年

(
一
三

二
九
)
ま
で
、
二
十
余
年
も
在
元
し
た
。
そ

の
間
、
諸
尊
宿

に
歴
参
し
、
士
大

夫
を
友
と
し
て
、
経

・
史

・
諸
子
を
読
破

し
、
名
山

・
旧
跡
を
周
遊

し
た
。

ス

パ
イ
の
嫌
疑
で
投
獄
さ
れ
、
流
刑
に
処
さ
れ

る
と
い
う
苦
労
を
重
ね
、
最
後

に

は
元

の
朝
廷
か
ら
宝
覚
真
空
禅
師

の
称
号
を
賜
与
さ
れ
た
。
帰
国
後
、
山
城

の

嵯
峨
西
禅
寺

(
=
二
三
二
～
三
四
)、
豊
後

の
蒋
山
万
寿
寺

(
=
三
二
四
～
三

六
)、
さ
ら
に
萬
寿
寺

(
一
三
四
三
)、
建
仁
寺

(
一
三
四
五
)
に
そ
れ
ぞ
れ
住
し

た
。
宝
林
永
昌
禅
寺
十
境

・
法
雲
昌
国
禅
寺
十
境
は
雪
村
友
梅
に
よ
る
も
の
で
、

両
寺
と
も
雪
村
友
梅
を
開
山
と
し
て
迎
え
て
い
る
。
雪
村
が
在
元
時
作

っ
た
詩

偈
集
に

『岷
峨
集
』
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
当
時
の
元
朝
を
訪
れ
て
い
な
い
日
本

の
禅
僧

の
う
ち
で
も
、
少
な

か
ら
ぬ
者
が
十
境
の
選
定

に
加

わ

っ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
夢
窓
疎
石

(天
龍

　
が
　

寺
十
境
)
や
、
虎
関
師
錬

(景
陽
十
境
)、
季
瓊
真
蕊

(相
国
寺
十
境
)、
景
南
英

文

(萬
寿
寺
十
境
)、
天
祥

一
麟

(大
願
寺
十
境
)
な
ど
が
あ
り
、
最
も
著
名
な

の
が
夢
窓
疎
石
で
あ
る
。
夢
窓
疎
石
は
少
年
時
に
密
乗
を
習
い
、
中
国
禅
宗
の

名
刹

で
あ
る
疎
山

・
石
頭

に
夢

の
中
で
遊
ん
だ
こ
と
か
ら
、
禅
宗
に
縁
が
あ
る

と
自
覚
し
、
法
名
を
疎
石
と
改
め
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
蘭
渓
道
隆

の
弟
子
で

あ
る
何
人
か
の
禅
僧
を
師
と
仰
ぎ
、

一
山

一
寧
や
高
峰
顕
日
な
ど

の
中
日
の
高

僧

に
歴
参
し
、
高
峰
の
印
可
を
得
た
。
隠
遁
生
活
を
く
り
返
し
た
後
、
正
中
二

年

(
一
三
二
五
)、
後
醍
醐
天
皇

の
勅

に
よ
り
南
禅
寺

に
住
す
る
。
翌
年
鎌
倉

に
戻

る
と
、
相
継

い
で
浄
智
寺
や
瑞
泉
寺
、
円
覚
寺

の
住
持
と
な

っ
た
。
天
皇

崩
御
後
、
足
利
尊
氏
の
招
請

に
よ
り
天
龍
寺

の
開
山
に
迎
え
ら
れ
た
。
ほ
か
に
、

夢
窓
が
創
建
し
た
禅
院
に
は
臨
川
寺
や
等
持
院
、
真
如
寺
、
西
芳
寺
な
ど
が
あ

る
。
生
前
に
夢
窓
国
師

・
正
覚
国
師

・
心
宗
国
師
の
号
を
賜
わ
り
、
示
寂
後
、

普
済
国
師

・
玄
猷
国
師

・
仏
統
国
師

・
大
円
国
師
の
号
を
贈
ら
れ
て
、
七
朝
の

帝
師
と
称
さ
れ
て
い
る
。
夢
窓

の
友
人
あ
る
い
は
弟
子
に
渡
来
し
た
中
国
高
僧

や
入
元
の
日
本

の
禅
僧
が
多
く
見
ら
れ
、
た
と
え
ぽ
、
明
極
楚
俊
と
友
誼
が
厚
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く
、
互

い
に
詩
偈
を
唱
和
し
あ

っ
た
。
ま

た
、
か
な
で
著
し
た

『夢
中
問
答
』

が
刊
行
さ
れ
た
時
、
竺
仙
梵
僊
が
序
を
作

っ
た
。
夢
窓
疎
石
は
ま
た
山
水
癖
が

あ
り
造
園

の
大
家
で
も
あ

っ
て
、
そ
の
隠
遁
地
で
あ

る
永
保
寺
や
吸
江
庵
、
泊

船
庵
お
よ
び
瑞
泉
寺
、
西
芳
寺
な
ど

の
禅
寺
に
は
造
園
の
傑
作
が

の
こ
さ
れ
て

い
る
。
前
述
し
た
天
龍
寺
十
境
の
選
定
は
、
ま
さ
に
そ
の
面

の
集
大
成
と
も

い

え
よ
う
。
十
境
の
選
定
を
日
本
の
禅
院

に
普
及
さ
せ
る
に
あ
た

っ
て
は
、
中
国

文
化
あ
る
い
は
文
学

の
素
養
を
も

っ
た
、

こ
の
よ
う
な
日
本

の
高
僧
も
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
禅
院
の
十
境
は

「天
造
地
設

」
の
も

の
で
は
な
く
、
禅
僧
の

「当

人
之
胸
次
」
、
す
な
わ
ち
胸
中
を
表
わ
す
も

の
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　ゆ
　

夢
窓
疎
石

の
偈

に

「境
致
元
非
浄
穢
殊
、

大
人
所
在
是
霊
区
」
と
あ

っ
て
、
境

致

の
選
定
に
禅
僧

の
果
た
す
役
割
の
重
要

性
を
強
調
し
て
い
る
。
天
龍
寺
十
境

の

「亀
頂
塔
」
は
、
寺
裏

の
亀
山
の
頂
上

に
建
て
ら
れ
た
多
層

の
塔

で
あ
る
が
、

夢
窓

は
そ
の
偈

に

コ
尸
臑
恢
開
不
蔵
六
、

重
重
法
界
目
前
彰
」
と
賦
し
て
い
る
。

亀
頂
塔

の
四
周
を
眺
め
る
と
、
「法
界
」
が
目

の
前

に
現
れ
て
く
る
と
い
う

の

で
あ
る
。
こ
れ
は
夢
窓

の
あ
る
種
の
胸
中

を
表
わ
し
て
い
る
と
同
時

に
、
こ
れ

が
境
致
の
選
択

に
も

つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
夢
窓
は
好
ん
で
寺

の
裏
山
の
頂
上

の
眺
望
の
良

い
と
こ
ろ
に
塔
や
亭
を
作

っ
て
お
り
、
瑞
泉
寺

の
偏
界

一
覧
亭
や

西
芳
寺

の
縮
遠
亭
な
ど
い
ず
れ
も
そ
う
で
あ
る
。
前
述
し
た
禅
院

の
十
境
の
例

か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
選
者

に
よ
っ
て
十
境
に
は
建
物
が
多
く
選
ば
れ
た
り
、

あ
る
い
は
自
然

の
景
物
が
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
た
り
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

恐
ら
く
禅
僧
各
自

の
胸
中
が
十
境
選
定

の
際
に
働

い
た
の
で
あ
ろ
う
。

5

お
わ
り

に

以
上
、
禅
院

の
十
境

(あ
る
い
は
八
景
)
に
あ
た
え
た

「十
詠
」
「十
題
」
の

詩

・
偈
の
影
響
や
、
「瀟
湘

八
景
」

の
影
響
、
そ
し
て
日
本

の
禅
院

に
お
け
る

十
境

の
発
達
に
つ
い
て
、
京
五
山

・
鎌
倉
五
山
を
中
心

に
し
て
論
じ
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
大
禅
院

の
塔
頭

で
も
十
境

の
選
定
が
行
わ
れ
て
い
る
。
た
と

　　
　

え
ば
、
相
国
寺

の
塔
頭

で
あ
る
今
是
庵

で
は
十
境

(蘆
花
深
処

・
水
月
亭

・
狎

鴎
檻

・
懶
漁
窩

・
浄
友
軒

・
有
秋
店

・
菜
園

・
池
上
閑
歩

・
香
影
斎

・
弁
才
天
廟
)

　れ
　

が

選

ぼ

れ

て

い

る
。

ま

た
、

い
わ

ゆ

る

林

下

の
例

で

は

、

大

徳

寺

十

境

(達
磨

峰

・
瑞

雲
軒

・
看

雲

亭

・
金
剛

軒

・
古

松

岩

・
起

竜

軒

・
官
池

・
梅

橋

・
雲

門

庵

・

　お
　

明
月
橋
)、
妙
心
寺
十
境

(万
歳
山

・
拈
華
塔

・
度
香
橋

・
百
花
洞

・
宇
多
河

・
旧

籍
田

・
南
華
塔

・
斎
宮
社

・
鶏
足
嶺

・
高
安
灘
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
臨
済
宗
だ
け
で
な
く
、
曹
洞
宗

の
禅
院
に
も
十
境
が
行
わ
れ
た
。

比
較
的
早

い
時
期

の
も
の
に
は
、
普
済
善
救

(
一
三
四
七
～

一
四
〇
八
)
の
選

　お
　

定

し
た
加
賀
聖

興
寺

の
十
境

(三
神
廟

・
飯
涌
峰

・
瑞
雲
丘

・
活
人
渓

・
竜
吟　ロ

　

松

・
官

路

橋

・
明

月

江

・
霊

亀

島

・
石

蓮

塚

・
白

鷺

洲

)
、

越

前

禅

林

寺

の
十

境

(蔵

六
山

・
白

山
廟

・
如
意

峰

・
医

王
嶺

・
講
師

谷

・
主
道

岩

・
甘
露

泉

・
安
禅

石

・

挂

鞋
榎

・
度

香

川

)
、

そ

れ

に

松

堂

高

盛

(
一
四

三

一
～

一
五
〇

五
)

の
選

ん

だ

　あ
　

遠
江
高
台

山
円
通
院

の
十
境

(臥
竜
松

・
白
銀
坂

・
清
涼
界

・
如
意
峰

・
梅
花

径

・
紫
竹
林

・
巨
鼇
峰

・
松
蔭
塔

・
清
眼
嶺

・
洗
耳
岩
)
が
あ
る
。

こ
れ
ら

の
十
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境
に
つ
い
て
、
本
稿

で
は
十
分
な
考
察
が

で
き
な
か

っ
た
が
、

こ
れ
ら
も
十
境

の
日
本
禅
院
に
お
け
る
発
達

の

一
部
を
な
す
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
よ

っ
て
、

今
後

の
研
究
課
題
と
し
て
検
討
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

注(1
)

境

致

(き

ょ
う

ち
)

に

つ
い

て
、
中

村

元

ほ

か
編

『岩

波

仏

教

辞

典
』

(岩

波
書

店
、

一
九

八
九
年

)

に
は
、

「禅

宗

で
は
寺

内
外

の
風
致

を

特

に
重

ん

じ
、

山

・
岩

・
川

・
池

・
建
物

・
橋

な

ど
、

景
観

と
し

て
重

要

な
も

の
を

選

ん

で

〈
十
境

じ

ゅ

っ
き

ょ
う
〉

と
呼

び
、
詩

に
も

詠

ま
れ

て

い
る
。

十

境

は
必
ず

し
も
寺

内

の
も

の
に
限

ら
ず

、

た
と

え
ぽ

〈
建

仁
十

境

〉

に

は
五
条

大
橋

や
、

法

観

寺

五
重

塔

(京

都

市
東

山
区

、

一
四

四
〇
)

な

ど

も
含

め

て

い
る
」

(同

辞
典

一
八
○
頁

)

と
解
説

が

さ
れ

て

い
る
。

ほ

か

に
、
境

致

に
関

す

る
主

な
論

文

と

し

て

は
、

玉
村

竹

二

「
禅

院

の
境

致

-

特
に
楼
閣
、
廊
橋

に
つ
い
て
ー

」

(『佛
教
藝
術
』
第
二
六
号
、
の
ち
に

同
氏
著

『日
本
禅
宗
史
論
集
』
巻
上
所
収
。
思
文
閣
出
版
、

一
九
七
六
年
)
や
、

関
口
欣
也

「中
世
五
山
伽
藍
の
源
流
と
展
開
」
(同
氏
執
筆

『五
山
と
禅
院
』

所
収
。
小
学
館
、

一
九
八
三
年
)、
同
氏

「中
国
江
南
の
大
禅
院
と
宋
五
山
」

(『佛
教
藝
術
』
第

一
四
四
号
、
毎
日
新
聞
社
、

一
九
八
二
年
)
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。
私
が
東
京
大
学
に
提
出
し
た
学
位
論
文

『中
世
の
禅
院
空
間
に
関
す
る

研
究
-

境
致
を
中
心
と
し
て
ー

』
(
一
九
九
四
年
)
も
境
致
の
研
究
を
試
み

た
も

の
で
あ

る
。

(
2
)

上
村

観

光
編

『五

山
文

学

全
集

』
思

文

閣
出

版

、

一
九

七
三
年

復

刻

、

一

九

九

二
年

再

版
、
第

一
巻

七

三
七
～

七

三

八
頁

。

(
3
)

江
戸

中

期

の
写

本

で
あ

る

『
扶

桑

五
山

記
』

に
は
、
京

五

山

や
鎌
倉

五

山

に

お
け

る
歴
代

住

持

・
境
致

・
塔

頭

・
寮

舎
名

お
よ

び
中

国

の
五

山

・
十
刹

・

甲
刹

の
開

山

や
歴

代
住

持

・
境

致
名

、

そ

し

て
日
本

の
十

刹

・
諸

山

一
覧
、

五

山

・
十

刹

の
位
次
変

遷

が

記
載

さ
れ

て

い

る
。

玉
村

竹

二
氏

の
考
証

に
よ

る
と
、

原

本

の
成

立

は
享

保

七
、

八
年

(
一
七

二

二
、

二
三

)
と

さ
れ

る
。

拙
稿

は
玉

村

竹

二
校
訂

『扶

桑

五
山
記

』

(臨

川
書

店
、

一
九

八
三
年
)

に
よ

る
。

(
4
)

[
宋
]

張
津

等

纂
修

『乾

道

四
明

図
経

』

『
宋

元
方

志
叢

刊

』

北
京

・
中

華

書

局
、

一
九

九
〇

年
影

印
、

第

五
冊

四
九

二
七
～

四
九

二
八
頁
。

(
5
)

明
復

法
師

主

編

『
禅
門

逸

書
』

初
編

台

北

・
明

文
書

局
、

一
九

八
○

年

影
印
、

第

四
冊

一
〇

二
頁
。

(
6
)

前

掲
書

第

三
冊

=

二
五
～

=

二
六
頁
。

(
7
)

陸
振

岳
校

點

『呉

郡
志

』

江
蘇

古
籍

出

版
社

、

一
九

八
六
年

、

四
九

一
頁

。

(
8
)

中

国

の
五

山
十

刹

制
度

の
成

立

に

つ

い
て
、

定

説

は
な

い
が

、

一
説

に
よ

れ
ば

、
南

宋

に
入

る

と
、

禅

宗

と
く

に
臨

済
宗

が

江

南

を
中

心

に
、

そ

の
勢

力

を
伸

ば

し
全
盛

を
極

め

た
。

そ

の
中

で
、

朝
廷

や

士
大

夫

階
級

と

の
接

近

を
深

め
、

中
央

集
権

的

な
官
僚

制

度

を
盛

ん

に
禅

林

に
移

植

し
、
禅

林

を
官

僚

化

し

た
。

当
時

の
宰
相

、
史

弥

遠

(
一
一
六

四
～

一
二
三

三
)

が
寧

宗

皇
帝

(在

位

=

九

四
～

一
二

二
四
)

に
奏
上

し

て
設

立

し

た

の
が

こ

の
五
山

十
刹

制

度

で

あ

る
と

い
う
。

も

し

こ
れ
が

事
実

な
ら
、

史
弥

遠

の
在

任

期

間

は

一
二
〇

八
か

ら

三
三
年

ま

で
な

の
で
、
寧

宗
皇

帝

の
在
位

期

間

と
合

わ

せ

て
考

え

る
と
、

五

山
十

刹
制

度

の
成

立

は
嘉

定
年

間

(
一
二
〇

八
～

一
二
二

四
)

と
見

る

こ
と
が

で
き

よ
う
。

(
9
)

「
十

境

」
も
、

「
十

景
」

も
当

時

禅
僧

の
間

で
は
、
同

じ
境

致

の
意

味

で
使
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わ

れ

て

い
た

と
思

わ

れ

る
。

「
天

童
十

境

」

よ

り
時

代

は
降

る
が

、
同

じ
内

容

の
阿
育

王
寺

十

境

(舎
利

塔

・
湧

現

岩

・
七
仏

潭

・
大
権

洞

・
仏

跡

岩

・
仙

書

岩

・
妙
喜

泉

・
宸

奎
閣

・
金

沙

井

・
玉

几
峰

)

に

つ
い
て
、
釈

自

学

が

「
次

十

境
韻

」
、

清

源
本

が

「次

十

景

韻
」

と

そ

れ
ぞ

れ
題

し

た
詩

偈

を
作

っ
て

い

る

(
[清

]
釈

碗

薹

撰

『
明

州
阿

育

王

山

続

志

』
巻

十

二
、

『中

国
仏

寺

史

志
』
台

北

・
明
文
書

局

、

一
九

八
○
年

影
印

)
。

ま

た
、
音

韻

か

ら

「
境

」

と

「
景

」
を

考

え

る
と
、

こ

の
二
字

の
発

音

が

同

じ

で
あ

る

こ
と
が

わ

か
る
。

『
漢
語

大

詞
典

』

(漢
語

大

詞
典

編

輯
委

員

会
、

同
編

纂

処

編
纂

、

上
海

・
漢

語
大

詞

典

出
版

社
、

一
九

八
六
～

九

四
年

)

の
そ

れ
ぞ

れ

の
項

(第

二
巻

=

九

九
頁

、
第

五
巻

七

六

九
頁

)

に

は
、

つ
ぎ

の
よ
う

に

記

さ

れ

て

い
る
。

境

ロ
冒
ひq

『
広
韻

』
居

影
切

、
上

梗
、

見
。
]

景

ー

ロ
冒
σq

『広
韻

』

居
影

切
、

上
梗

、
見

。
]

景

2

[旨
コ
ひq

『集

韻
』

於
境

切
、

上
梗

、
影

。
]

そ

の
う
ち
、

境

と
景

1

と

の
発
音

は
四
声

(四

つ
の
声

調

)

の
違

い
は
あ

る
も

の

の
、

い
ず

れ
も

」冒
αq

と

発

音

さ
れ
、

境

は
第

四
声

の

一冒
σq

で
、
景

は
第

三
声

の

U
冒
ひq

で
あ

る
。

い

っ
ぽ

う
、

こ

の
二
字

の
日
本
語

の
発
音

は

『大

漢
和

辞

典
』

(諸
橋

轍
次

著
、

大
修

館
書

店
、

一
九

八

六
年

修

訂
版

三
刷

)

に
よ

る
と

、

境

に
ケ
イ
、

キ
ヤ
ウ

(巻

三
、

二
五

一
七
頁

)

と
、

景

に

(
一
)

ケ
イ
、

キ

ヤ
ウ
、

(
二
)

エ
イ
、

ヤ

ウ

(巻

五
、

五

五

三

一
頁
)

と

さ

れ

る
。

境

と

景

は
中

国

語

の
発
音

の
み
な
ら
ず

、

日
本
語

の
そ
れ

も
同

じ

で
あ

る
こ
と

に
な

っ
て

い
る
。

(10
)

瀟
湘

八
景

図

の
中

国

で

の
発

生

に

つ
い
て
、
島

田

修

二
郎

「
宋

迪

と
瀟

湘

八
景
」

(『
南
畫

鑑

賞
』

十

之

四
、

の
ち

に
同

氏
著

『
中
国

絵

画
史

研

究
』

所

収
、

中
央

公
論

美

術
出

版
、

一
九
九

三
年

)

が
詳

し

い
。

拙
稿

も

そ

れ

に
負

う
所

が

大
き

い
。

(
11
)

胡

道

静
校

証

『夢

渓
筆

談

校

証
』

上
海

古

籍
出

版

社
、

一
九

八
七
年

、

五

四
九
頁

。

(
12
)

『
禅

門
逸

書

』
初

編

第

四

冊

九

七
～
九

八
頁

。

ま

た
、
同

書

巻

十

五

に
も

瀟

湘

八
景

の
詩
が

載

っ
て

い
る
。

(
13
)

瀟

湘

八
景

図

の
日
本

へ
の
導
入

に

つ

い
て
、

戸

田
禎

佑

「
瀟
湘

八
景

と
水

墨

山

水
屏

風
」

(
『
日
本

屏
風

絵

集
成

』

2
所

収
、

講

談
社

、

一
九

七

八
年

)
が

詳

し

い
。
拙

稿
も

そ

れ

に
負

う
所

が
大

き

い
。

'

(
14
)

『大

日

本
佛

教

全
書

』
財

団

法

人
鈴

木
学

術

財

団
、

一
九

七

〇
～

七

三
年
、

第

四
十

八
巻

「
禅
宗

部

」

二
三
六

頁
。

(
15
)

朝
倉

尚

著

『禅

林

の
文
学

』

清
文

堂
、

一
九

八
五
年

、

三
～

五

八
頁

。

(
16
)

前

掲
書

二
九
頁

。

(17
)

『鈍

鉄
集

』

『
五
山

文
学
全

集
』

第

一
巻

三
七

四
～

三
七

五
頁
。

(18
)

『空

華
集

』
十

三

『
五
山

文
学

全
集

』
第

二
巻

一
七

〇
九

頁
。

(19
)

辻
善

之

助

ほ

か
校

訂

『空

華

日

用

工
夫

略
集

』
太

洋
社

、

一
九

三

九
年

初

版

、

一
九
四

二
年
再

版

、

一
二
九
頁

。

(20
)

「
南

禅

寺

御
成

。

…

…
斎

罷
。

南
禅

院

御

焼

香

井

泉

水
。

徐

歩

御

覧
。

於

国

師

塔
御

焼

香

。
十

境

名

数
御

覧

也

。

…
…
」

(玉

村
竹

二

・
勝

野

隆

信

補

訂

『蔭

凉

軒

日
録

』
臨

川

書

店

、

一
九

七

八
年

復

刻

、

一
九

九

一
年

再

版
、

第

一

巻

一
七
六

頁
)

(21
)

塙
保

己

一
編

・
太

田

藤

四
郎
補

『
続
群

書

類
従

』
第

九

輯

下

続

群

書

類

従
完

成
会

、

一
九

二
五
年

初

版
、

一
九

八

一
年

訂

正

三
版

六
刷

、

四
九

六
～

五

二

一二
頁

。

(
22
)

『
夢
窓

正

覚

心
宗

普
済

国

師
語

録

』

『大

正

新
修

大

蔵
経

』
第

八
O
巻

「続
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諸
宗
部
十

一
」
大
正
新
修
大
蔵
経
刊
行
会
、

一
九
九
二
年
、
四
八

一
頁
。

(23
)

玉
村
竹
二
編

『五
山
文
学
新
集
』
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
六
六
～
八

一

年
初
版
、

一
九
九

一
年
二
刷
、
別
巻
二

・
八
○
～
八

一
頁
。

(24
)

前
掲
書
別
巻

一
・
五
四
五
～
五
四
六
頁
。

(25
)

長
谷
川
端
校
注

・
訳

『太
平
記
』
小
学
館
、

一
九
九
四
～
九
八
年
、
第
三

巻

一
六
五
頁
。

(26
)

「…
…
当
院
御
焼
香
。
蓋
八
日
御
懈
怠
之
謂
也
。
山
門
十
境
名
。
書
而
献

之
。
十
境
名
日
祝
釐
堂
。
護
国
廟
。
円
通
閣
。
功
徳
池
。
大
宝
塔
。
洪
恩
音
楼
。

天
界
橋
。
竜
淵
川
。
般
若
林
。
荘
厳
域
。
天
界
橋
。
図
而
懸
御
目
」
(『蔭
凉
軒

日
録
』
第

一
巻

一
四
六
頁
)

(27
)

『禅
居
集
』
『五
山
文
学
全
集
』
第

一
巻
四
六
二
～
四
六
三
頁
。

(28
)

白
石
虎
月
編

『東
福
寺
誌
』
思
文
閣
出
版
、

一
九
七
九
年
復
刻
、
六
八
三

頁
。

(29
)

塙
保
己

一
編

『群
書
類
従
』
第
二
十

四
輯

続
群
書
類
従
完
成
会
、

一
九

二
八
年
初
版
、

一
九
六
〇
年
訂
正
三
版
、
二
四
一
～
二
四
五
頁
。

(30
)

『明
極
楚
俊
遺
稿
』
『五
山
文
学
全
集
』
第
三
巻
二
〇
二
九
～
二
〇
三
〇
頁
。

(31
)

『乾
峰
和
尚
語
録
』
『五
山
文
学
新
集
』
別
巻

一
・
六
三
九
～
六
四

一
頁
。

(32
)

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
写
本

(石
井
光
雄
旧
蔵
上
村
本
)
。
目
子
と
は

人
名
や
事
物
な
ど
の
名
前
が
多
い
場
合
、
そ
れ
ら
の
名
前
を
忘
れ
な
い
た
め
に

記
し
た
紙
片
。
『宗
派
目
子
』
に
は
、
『扶
桑
五
山
記
』
に
載

っ
て
い
な
い
十
刹

や
諸
山
の
境
致

(あ
る
い
は
十
境
)
名
が
多
数
記
載
さ
れ
て
い
る
。

(33
)

た
と
え
ぽ
、
南
禅
寺
山
門
上
層
の
五
鳳
楼
や
外
門
の
五
山
之
上
、
天
龍
寺

外
門
の
天
下
竜
門
、
相
国
寺
外
門
の
妙
荘
厳
域
、
建
長
寺
山
門
上
層
の
応
真
閣

や
東
外
門
の
海
東
法
窟

・
西
外
門
の
天
下
禅
林
、
円
覚
寺
山
門
上
層
の
法
雲
閣
、

浄
智
寺
外
門
の
宝
所
在
近
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

(34
)

『大
日
本
佛
教
全
書
』
第
八
十
八
巻
二
五
六
頁
。

(35
)

服
部
俊
崖

「径
山
寺
考
」
(『佛
教
史
學
』

一
之
九

・
七
七
頁
)
や
、
関
口

欣
也

「中
国
江
南
の
大
禅
院
と
南
宋
五
山
」
(『佛
教
藝
術
』
第

一
四
四
号
四
七

頁
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(36
)

横
山
秀
哉
著

『禅
の
建
築
』
彰
国
社
、

一
九
六
七
年
、

一
五
四
頁
。

(37
)

前
掲
書

一
五
五
頁
。

(38
)

『蔭
凉
軒
日
録
』
第

一
巻

一
六
七
頁
。

(39
)

鎮
守
堂
の
祭
神
に
つ
い
て
、
横
山
秀
哉
氏
は

「開
山
が
特
に
尊
崇
し
た
」

神
、
「
そ
の
寺
域
と
関
係
の
深
い
」
神
、
「開
山
が
中
国

へ
渡

っ
て
伝
法
将
来
の

際
に
特
異
の
霊
験
を
感
受
し
た
」
神
、
「寺
院
開
創
に
当
り
開
山

の
徳
に
帰
依

し
て
出
現
し
た
」
神
と
分
類
し
て
い
る

(『禅
の
建
築
』
二
二
三
頁
)
。

(40
)

径
山
寺
の
第
五
十
五
世
住
持
、
季
潭
禅
師

の

「暁
晴
流
止
亭
看
岩
下
眠

雲
」
に
は

「亭
際
老
僧
来
倚
檻
、
只
疑
下
界
頓
成
空
」
と
い
う
句
が
見
え
る

([明
]
宋
奎
光
輯

『径
山
志
』
巻
九
、
『中
国
仏
寺
史
志
』
『径
山
志
』
八
三
〇

頁
)

(41
)

「天
封
尺
地
許
帰
休
。
致
遠
鉤
深
得
自
由
。
到
此
人
々
眼
皮
綻
。
河
沙
風

物
我
焉
慶
」
(『天
龍
開
山
夢
窓
正
覚
心
宗
普
済
国
師
年
譜
』
『続
群
書
類
従
』

続
第
九
輯
下
五
〇
八
頁
)

(42
)

「此
峰
旧
属
岩
蔵
寺
。
々
亦
亀
山
上
皇
檀
度
之
地
。
竜
湫
和
尚
住
山
。
買

此

一
峰
。
為
本
寺
主
山
。
質
以
京
中
五
条
地
。
寄
附
岩
蔵
教
寺
。
有
司
公
験
契

券
在
」
(『天
下
南
禅
寺
記
』
『群
書
類
従
』
第
二
十
四
輯
二
二
七
～
二
二
八
頁
)

(43
)

玉
村
竹
二

「五
山
叢
林
の
塔
頭
に
就
て
」
(同
氏
著

『日
本
禅
宗
史
論
集
』

巻
上
)
や
、
横
山
秀
哉
著

『禅
の
建
築
』、
川
上
貢
著

『禅
院
の
建
築
』
(河
原
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日本の禅院における中国的要素の摂取

書

店
、

一
九

六

八
年
)

を
参

照

さ
れ

た

い
。

(
44
)

『蔭

凉
軒

日
録
』

文

正

元
年

(
一
四

六
六
)

閏

二
月

十

八

日

の
条

に
、

「
上

月

六
郎
来

話
。

忻
蔵

主

説
桂

方

寺
為

山

門
境

致

又
後

人

標

手
。

而
山

門
前

渓

辺

栽
嘉

樹

或

美
竹

。
其

本
根

無

恙
。

不
亦

幸

乎
」

(
『蔭

凉

軒

日
録
』

第

二
巻

一
〇

九
頁

)

と
あ

り
、

山
門

の
前

に

「嘉

樹

」
や

「
美

竹
」

が
植

え

ら

れ

て

い
た

こ

と
が

わ

か

る
。

ま

た
、
同
書

の
文

明
十

八
年

(
一
四

八
六
)

の
十

一
月

廿

二

・

廿

四

・
廿

六

日

の
条

(
『蔭

凉
軒

日

録
』

第

二
巻

三

八

八
～

三
九

〇
頁

)

に

は
、

相

国
寺

塔
頭

の
鹿

苑
院

門
前

の
植

樹

に
関

す

る
記

事
が

見

え

る
。

(
45
)

入
矢

義

高

訳

注

『
臨
済

録

』

(岩

波

文
庫

)

岩

波

書

店
、

一
九

八
九

年
、

一
八
五
～

一
八

六
頁
。

(
46
)

注

(
29
)
、

二

四
三
～

二

四
四
頁
。

(
47
)

相

国
寺

鹿

苑
院

の
塔
主

を

掌

る
竺

雲
等

連

(
=

二
八

二
～

一
四

七

一
)

の

序

文

は
十
境

選

定

に
批

判
的

だ

っ
た
が
、

そ

の

「
寺
必

当
有

十

境

耶
」

と

い
う

こ
と
ぽ

は
逆

に
半

時
、

す

な

わ
ち
十

五

世
紀

頃

以

降
、
十

境

の
選
定

が

す

で

に

流
行

っ
て
い
た

こ
と
を

物
語

っ
て

い
る
と

思

わ
れ

る
。

も

と
も

と
十

境

の
早

期

の
事

例

と

し

て
、

「建

長

寺

十

境

」

「東

山

十

境

」
「
天
龍

寺

十

境

」
、

そ

し

て

「
大
慈

寺

十

境
」

な

ど

を

の
ぞ

け

ぽ
、

そ

の
他

の
十

境

の
選
定

時

期

は
萬

寿

寺

十
境

と
あ

ま

り
変

わ
ら

な

い
。

(
48
)

『
済
北

集
』

『五

山
文
学

全
集

』

第

一
巻

九

八
～

九
九
頁

。

(
49
)

注

(
21
)
、

五

=

頁

。

(
50
)

今

是
庵

十

境

は
春

渓

洪
曹

(
り
・～

一
四

六

五
)

に

よ

っ
て
選

定

さ
れ

た

も

の
と
考

、兄
ら

れ

る
。

『
蔭
凉

軒

日
録
』

寛

正

四
年

(
一
四
六

三
)
九

月

廿

六

日

の
条

(
『蔭

凉

軒

日

録
』

第

一
巻

四

二

八
頁

)
を

参

照

さ
れ

た

い
。

ま

た
、
瑞

渓

周

鳳

(
=

二
九

一
～

一
四

七

三
)

の
手

に

な

る

詩

集

『
臥

雲

稿

』

に

は
、

「次
韻
題
今
是
庵
壁
」
「和
同
庵
十
詠
」
(『五
山
文
学
新
集
』
第
五
巻
五
七
〇

～
五
七

】
頁
)
が
あ
る
。

(51
)

黒
川
道
祐
撰

『雍
州
府
志
』
『新
修
京
都
叢
書
』
第
十
巻
、
臨
川
書
店
、

一
九
六
八
年
初
版
、

一
九
七
六
年
再
版
、
六
四
四
頁
。

(52
)

前
掲
書
六
五
〇
頁
。
ま
た
、
無
着
道
忠
着

『正
法
山
誌
』
(思
文
閣
出
版
、

一
九
七
五
年
、
第
八
巻

一
七
六
頁
)
に
も
同
寺
十
境
が
見
え
る
。

(53
)
(54
)

『普
済
禅
師
語
録
』
巻
之
下
、
『曹
洞
宗
全
書
』
曹
洞
宗
全
書
刊
行
会
、

一
九
七
三
年
復
刻
、
第
五
巻

「語
録

一
」

一
六
二
～

一
六
四
頁
。

(55
)

『円
通
松
堂
禅
師
語
録
』
巻
第

一
、
『曹
洞
宗
全
書
』
第
五
巻

「語
録

一
」、

三
九
三
～
三
九
六
頁
。
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